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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
単位式（Ｉ）：
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【化１】

　［式中、
上記の各構造単位は、記号＊を付したところで互いにエステル結合をしてコポリマー（Ａ
）を形成しており、
各ＲＭは、独立して、一価の炭化水素基であり、
各ＲＤは、独立して、二価の炭化水素基であり、
各下付き文字ａは、独立して、０～１，０００，０００であり、各下付き文字ｂは０であ
り、各下付き文字ｍは、≧０であり、下付き文字ｎは、１以上である］
のコポリマー（Ａ）、及び
ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール、ポリアクリレートポリオール、ポリ
カプロラクトンポリオール、ポリウレタンポリオール、ポリカーボネートポリオール、ポ
リブタジエンジオール、他のポリマーポリオール、又はこれらの有機ポリオールのうちの
２つ以上の組み合わせから選択される有機ポリマー
を含むか、
　または、
　下記単位式（ＩＩＩ）：
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【化２】

　［式中、
上記の各構造単位は、記号＊を付したところで互いにエステル結合をしてコポリマー（Ｂ
）を形成しており、
各ＲＭは、独立して、一価の炭化水素基であり、
各ＲＤは、独立して、二価の炭化水素基であり、
各下付き文字ａは、独立して、０～１，０００，０００であり、各下付き文字ｂは０～１
，０００，０００であり、
下付き文字ｎは、１以上であり、下付き文字ｎ１は、０以上であり、下付き文字ｎ２及び
ｎ３は、０又は１であり、数量（ｎ２＋ｎ３）＝１である］
のコポリマー（Ｂ）、及び
ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール、ポリアクリレートポリオール、ポリ
カプロラクトンポリオール、ポリウレタンポリオール、ポリカーボネートポリオール、ポ
リブタジエンジオール、他のポリマーポリオール、又はこれらの有機ポリオールのうちの
２つ以上の組み合わせから選択される有機ポリマー、の組み合わせを含む、
コポリマー組成物。
【請求項２】
オルガノシロキサンポリマーを更に含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
請求項１又は２に記載のコポリマー組成物と、
　賦形剤とを含み、
　任意選択により活性成分を含んでいてもよい、皮膚接触接着剤組成物。
【請求項４】
前記賦形剤が、安定剤、結合剤、充填剤、可溶化剤、皮膚浸透助剤、接着促進剤、水分透
過性を改善するための剤、又はそれらのうちの２つ以上の組み合わせから選択される、請
求項３に記載の皮膚接触接着剤組成物。
【請求項５】
前記活性成分が存在し、前記活性成分が、中枢神経系に作用する薬物；腎機能に作用する
薬物；心血管機能に作用する薬物；胃腸機能に作用する薬物；蠕虫病の治療用薬物；抗菌
薬；栄養素；ホルモン；ステロイド、並びに皮膚疾患の治療用薬物；非ステロイド性抗炎
症薬；ＣＯＸ－２阻害剤；局所麻酔薬から選択される、請求項４に記載の皮膚接触接着剤
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組成物。
【請求項６】
前記活性成分が、抗菌薬、非ステロイド性抗炎症薬、及び局所麻酔薬から選択される、請
求項５に記載の皮膚接触接着剤組成物。
【請求項７】
請求項１又は２に記載のコポリマー組成物と、
　コーティング添加剤と、
　を含む、コーティング組成物。
【請求項８】
前記コーティング添加剤が、水捕捉剤、顔料、希釈剤、充填剤、防錆剤、可塑剤、増粘剤
、顔料分散剤、流動助剤、溶媒、接着促進剤、触媒、有機共結合剤、シロキサン共結合剤
、艶消し剤、レベリング剤、ワックス、テクスチャリング添加剤、耐擦傷添加剤、光沢調
整添加剤、安定剤、及び架橋剤、又は；それらのうちの２つ以上の組み合わせから選択さ
れる、請求項７に記載のコーティング組成物。
【請求項９】
請求項７又は８に記載のコーティング組成物を基材に適用することと、
前記組成物を硬化させてコーティングを形成することと、
　を含む、方法。
【請求項１０】
前記基材が皮革を含む、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１６年９月１９日に出願された米国特許仮出願第６２／３９６，３３６
号の優先権を主張する。米国特許仮出願第６２／３９６，３３６号は、参照により本明細
書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　コポリマー組成物は、皮膚接触接着剤及び／又は基材上のコーティングを調製するのに
有用である。コポリマー組成物の調製及び使用のための方法が開示される。コポリマー組
成物は、有機シロキサンコポリマーを含む。
【０００３】
　（序文）
　医療用テープ用接着剤、創傷包帯用接着剤、人工補装具用接着剤、オストミー装具用接
着剤、医療用モニタリング器具用接着剤、瘢痕治療処置用接着剤、及び経皮薬物送達シス
テムなどの皮膚接触用途に対し、様々な種類の皮膚接触接着剤が提案されている。ヒドロ
コロイド接着剤及びアクリレート接着剤は、典型的には、最も高い接着を有する（例えば
、皮膚から除去するのに最も高いエネルギーを必要とする）。ポリウレタン接着剤は、次
に高い接着を有し、シリコーンは、これらの種類の皮膚接触接着剤のなかで、最も低い接
着を有する。高い接着を有する（除去に高いエネルギーを必要とする）皮膚接触接着剤は
、除去の最中に、除去に必要なエネルギーの低い皮膚接触接着剤よりも、痛みが大きく、
場合により外傷を引き起こす可能性がある。特定の皮膚接触接着剤はまた、除去の最中に
、皮膚上に望ましくない残留物を残す場合がある。
【０００４】
　慢性創傷ケアの過程において、接着剤創傷包帯及び／又は医療用テープは、包帯の交換
中に、創傷内及び創傷周囲に痛み及び傷害を引き起こすことがある。特に、皮膚が弱い患
者にとって、皮膚接触接着剤の繰り返しの適用及び除去は、痛みを伴い、外傷性であり得
る。皮膚の弱さは、一般に、裂傷になりやすい皮膚によって特徴付けられ、他の集団より
も高齢者においてより一般的であり得る。老化、日光曝露、及び遺伝的特徴は全て、皮膚
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の薄化の一因となる。また、経口又は局所コルチコステロイドの長期使用などの特定の投
薬により、皮膚及び皮膚内の血管が弱まり、接着剤の除去に伴う外傷を受けやすくなるこ
ともある。皮膚が弱い個体ではまた、表皮と真皮との間及び真皮と皮下組織との間の結合
が損なわれることがあり、これにより、これらの個体は、特に高い接着を有する皮膚接触
接着剤が使用されるとき、皮膚の裂傷及び外傷を起こしやすい。
【０００５】
　更に、シリコーン接着剤、例えば、２部式の触媒されたシリコーンエラストマーから調
製されたシリコーン接着剤は、経皮薬物送達などの特定の皮膚接触接着剤用途での使用に
は不適切である場合がある。シリコーンエラストマー（ヒドロシリル化のための白金族金
属触媒など）を調製するために使用される特定の触媒は、経皮薬物送達デバイス中の医学
的活性成分に悪影響を及ぼし得る。
【０００６】
　皮膚接触接着剤に加えて、ポリウレタン及びポリオルガノシロキサンは、様々な基材上
に適用されたコーティングにも使用される。ポリウレタンは、高い機械的強靱性を有する
ことが知られているが、限定された温度耐性、耐水性、及び放射線安定性などの制約を有
している。ポリオルガノシロキサンは、環境的に非常に安定である。いくつかのポリオル
ガノシロキサンをポリウレタン系コーティングに組み込むことは、ポリオルガノシロキサ
ン及びポリウレタンの化学的性質が非常に限定された相溶性を有することから、産業上困
難である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　次の利点：良好な接着特性、活性成分を移動させる能力（例えば、経皮薬物送達用途）
、耐水性（環境から皮膚へ）、皮膚から環境への水の輸送、安定性、皮膚刺激が最小であ
ること、使用中及び除去中の皮膚への損傷が最小であること、並びに／又は除去中及び除
去後の皮膚上の残留物が最小であることのうちの１つ以上を有する皮膚接触接着剤を形成
するのに使用することができる組成物を開発することが業界で必要とされている。また、
次の利点：ポリウレタンとシリコーンとの間の相溶性の改善、改善された耐候性、疎水性
、加水分解安定性、耐放射線性、耐熱性、耐食性、表面の平滑性及び光沢、耐擦傷性、類
似の固形分含有量でより低い粘度（揮発性有機含有量ＶＯＣに影響を与える）、並びに摩
擦の低減のうちの１つ以上を有する、基材上にコーティングを形成するために使用するこ
とができる組成物を開発することも業界で必要とされている。
【０００８】
　コポリマー組成物は、２つ以上の出発材料を含む。コポリマー組成物は、コポリマー（
Ａ）及びコポリマー（Ｂ）のうちの少なくとも１つを含み、コポリマー（Ａ）は、式：
【０００９】
【化１】
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【００１０】
　（式中、
　各ＲＤは、独立して、二価の炭化水素基又は二価のハロゲン化炭化水素基であり、
　各ＲＭは、独立して、一価の炭化水素基又は一価のハロゲン化炭化水素基であり、
　各ＲＴは、独立して、水素又は炭化水素基であり、
　各下付き文字ｂは、独立して、０～１，０００，０００であり、
　下付き文字ｃは、０～２００，０００であり、下付き文字ｉは、０～２００，０００で
あり、下付き文字ｗ１は、０～２００，０００であり、下付き文字ｗ２は、０～２００，
０００であり、下付き文字ｗ３は、０～２００，０００であり、下付き文字ｗ４は、０～
２００，０００であり、数量（ｃ＋ｉ＋ｗ１＋ｗ２＋ｗ３＋ｗ４）は、≧１であり、
　下付き文字ｄは、０～１，０００，０００であり、
　下付き文字ｅは、０～１，０００，０００であり、
　下付き文字ｆは、０～１，５００，０００であり、
　下付き文字ｈは、≧０であり、
　下付き文字ｊ１は、≧０であり、
　各Ｘは、独立して、窒素、酸素又は硫黄であり、
　Ｘが酸素又は硫黄であるとき、下付き文字ｏ＝０であり、Ｘが窒素であるとき、下付き
文字ｏ＝１であり、
　下付き文字ｒは、０～１，５００，０００，であり、数量ｆ＋ｒは、≧１であり、
　下付き文字ｓは、０～２００，０００であり、
　下付き文字ｖは、０～２００，０００であり、
　下付き文字ｙは、≧０である］の単位を含む有機シロキサンコポリマーであり、
　コポリマー（Ｂ）は、式：
【００１１】
【化２】

【００１２】
　［式中、ＲＴ、ＲＤ、ＲＭ、並びに下付き文字ｏ、ｌ、ｓ、ｖ、ｒ、ｃ、ｌ、ｗ１、ｗ
２、ｗ３、ｗ４、ｂ、及びｙは、コポリマー（Ａ）について上に記載するとおりであり、
下付き文字ｊ２は、＞０であり、ｊ１が＞０であるとき、ｊ２／ｊ１は、≧１．１である
］の単位を含む有機シロキサンコポリマーである。コポリマー（Ａ）及びコポリマー（Ｂ
）は、互いに異なる。ブレンドは、
　（Ｃ）有機ポリオール、あるいは
　（Ｄ）有機ポリイソシアネートと有機ポリオールとの反応生成物の１つ又は両方を更に
含み得る。
【００１３】
　皮膚接触接着剤組成物は、上記のコポリマー組成物を含み、皮膚接触接着剤組成物は硬
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化して皮膚接触接着剤を形成する。皮膚接触接着剤は、医療用テープ用接着剤、創傷包帯
用接着剤、人工補装具用接着剤、オストミー装具用接着剤、医療用モニタリング器具用接
着剤、瘢痕治療処置用接着剤、化粧用パッチ用接着剤、及び経皮薬物送達システムを含む
様々な皮膚接触接着剤用途に有用である。
【００１４】
　コーティング組成物は、上記のコポリマー組成物を含む。コーティング組成物は、様々
な基材上に適用することができ、これを硬化させ、基材上にコーティングを形成すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本明細書に記載の皮膚接触接着剤を含む積層物品１００の部分断面図である。
【図２Ａ】図２Ａは、本明細書に記載される皮膚接触接着剤２０２を含む絆創膏２００の
形態の創傷包帯の斜視図を示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａの線Ａ－Ａに沿った絆創膏２００の断面図を示す。
【図３】本明細書に記載される皮膚接触接着剤３０８を含む積層物品３００の形態の創傷
包帯の部分断面図である。
【図４】本明細書に記載される皮膚接触接着剤４０２を含むオストミー装具で使用するた
めのフランジ４００を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　コポリマー組成物は、コポリマー（Ａ）及びコポリマー（Ｂ）のうちの少なくとも１つ
を含む。コポリマー組成物は、任意に、出発材料（Ｃ）である有機ポリオール；及び出発
材料（Ｄ）である有機ポリイソシアネートと有機ポリオールとの反応生成物のうちの１つ
又は両方を更に含み得る。コポリマー組成物は、少なくとも２つの出発材料を含む。コポ
リマー組成物は、（Ａ）及び（Ｂ）を含み得る。あるいは、コポリマー組成物は、（Ａ）
及び（Ｃ）を含み得る。あるいは、コポリマー組成物は、（Ｂ）及び（Ｃ）を含み得る。
あるいは、コポリマー組成物は、（Ａ）及び（Ｄ）を含み得る。あるいは、コポリマー組
成物は、（Ｂ）及び（Ｄ）を含み得る。あるいは、コポリマー組成物は、（Ａ）、（Ｂ）
及び（Ｃ）を含み得る。あるいは、コポリマー組成物は、（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｄ）を含
み得る。あるいは、コポリマー組成物は、（Ａ）、（Ｃ）及び（Ｄ）を含み得る。あるい
は、コポリマー組成物は、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）を含み得る。あるいは、コポリマー
組成物は、（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）を含み得る。
【００１７】
　コポリマー（Ａ）
　コポリマー（Ａ）は、有機シロキサンコポリマーである。コポリマー（Ａ）は、式：
【００１８】
【化３】



(8) JP 6901552 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

【００１９】
　の単位を含む。
【００２０】
　上記の単位式において、各ＲＤは、独立して、以下に定義する、二価の炭化水素基又は
二価のハロゲン化炭化水素基である。各ＲＤは、独立して、２～１３個の炭素原子を有し
得る。あるいは、各ＲＤは、エチレン若しくはプロピレンなどのアルキレン、フェニレン
などのアリーレン、又はアルカラルキレンから選択され得る。あるいは、各ＲＤは、エチ
レン又はプロピレンなどのアルキレン基であり得る。
【００２１】
　各ＲＭは、独立して、以下に定義する、一価の炭化水素基又は一価のハロゲン化炭化水
素基である。各ＲＭは、１～１３個の炭素原子を有し得る。あるいは、各ＲＭは、脂肪族
不飽和を含まない一価の炭化水素基であり得る。例えば、各ＲＭは、メチル、エチル、プ
ロピル、ブチル若しくはヘキシルなどのアルキル；フェニルなどのアリール；又はトリル
、キシリル若しくはフェニル－メチルなどのアラルキルから独立して選択され得る。ある
いは、各ＲＭは、メチル又はフェニルであり得、あるいは、各ＲＭは、メチルであり得る
。
【００２２】
　各ＲＴは、水素又は一価の炭化水素基である。ＲＴに関する一価の炭化水素基は、１～
１３個の炭素原子を有し得る。ＲＴに関する一価の炭化水素基は、メチル、エチル、プロ
ピル、ブチル若しくはヘキシルなどのアルキル；フェニルなどのアリール；又はトリル、
キシリル若しくはフェニル－メチルなどのアラルキルから独立して選択される。あるいは
、各ＲＴは、メチル又はフェニルであり得る。あるいは、各ＲＴは、水素又はメチルであ
り得る。
【００２３】
　各下付き文字ｂは、独立して、０以上である。下付き文字ｂの各例は、コポリマーの異
なる単位で異なる値を有し得る。あるいは、下付き文字ｂは、０～１，０００，０００で
ある。あるいは、下付き文字ｂは、０～２００，０００である。あるいは、下付き文字ｂ
は、０～１００，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～５０，０００である。
あるいは、下付き文字ｂは、０～１０，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～
５，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１，０００である。あるいは、下付
き文字ｂは、０～５００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１００である。あるい
は、下付き文字ｂは、１～１００である。あるいは、下付き文字ｂは、１～５０である。
あるいは、下付き文字ｂは、１～２０である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１である
。あるいは、下付き文字ｂ＝１である。あるいは、下付き文字ｂ＝２である。あるいは、
下付き文字ｂ＝３である。あるいは、下付き文字ｂ＝４である。あるいは、下付き文字ｂ
＝５である。
【００２４】
　下付き文字ｃ≧０である。あるいは、下付き文字ｃは、０～２００，０００である。あ
るいは、下付き文字ｃは、０～１００，０００である。あるいは、下付き文字ｃは、０～
５０，０００である。あるいは、下付き文字ｃは、０～１０，０００である。あるいは、
下付き文字ｃは、０～５，０００である。あるいは、下付き文字ｃは、０～１，０００で
ある。あるいは、下付き文字ｃは、０～５００である。あるいは、下付き文字ｃは、０～
１００である。あるいは、下付き文字ｃは、０～５０である。あるいは、下付き文字ｃは
、０～２０である。あるいは、下付き文字ｃは、０～１０である。あるいは、下付き文字
ｃは、１～１００である。あるいは、下付き文字ｃは、１～５０である。あるいは、下付
き文字ｃは、１～２０である。あるいは、下付き文字ｃは、１～１０である。
【００２５】
　下付き文字ｉ≧０である。あるいは、下付き文字ｉは、０～２００，０００である。あ
るいは、下付き文字ｉは、０～１００，０００である。あるいは、下付き文字ｉは、０～
５０，０００である。あるいは、下付き文字ｉは、０～１０，０００である。あるいは、
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下付き文字ｉは、０～５，０００である。あるいは、下付き文字ｉは、０～１，０００で
ある。あるいは、下付き文字ｉは、０～５００である。あるいは、下付き文字ｉは、０～
１００である。あるいは、下付き文字ｉは、０～５０である。あるいは、下付き文字ｉは
、０～２０である。あるいは、下付き文字ｉは、０～１０である。あるいは、下付き文字
ｉは、１～１００である。あるいは、下付き文字ｉは、１～５０である。あるいは、下付
き文字ｉは、１～２０である。あるいは、下付き文字ｉは、１～１０である。
【００２６】
　下付き文字ｗ１≧０である。あるいは、下付き文字ｗ１は、０～２００，０００である
。あるいは、下付き文字ｗ１は、０～５０，０００である。あるいは、下付き文字ｗ１は
、０～１０，０００である。あるいは、下付き文字ｗ１は、０～５，０００である。ある
いは、下付き文字ｗ１は、０～１，０００である。あるいは、下付き文字ｗ１は、０～５
００である。あるいは、下付き文字ｗ１は、０～１００である。あるいは、下付き文字ｗ
１は、０～５０である。あるいは、下付き文字ｗ１は、０～２０である。あるいは、下付
き文字ｗ１は、０～１０である。あるいは、下付き文字ｗ１は、１～１００である。ある
いは、下付き文字ｗ１は、１～５０である。あるいは、下付き文字ｗ１は、１～２０であ
る。あるいは、下付き文字ｗ１は、１～１０である。
【００２７】
　下付き文字ｗ２≧０である。あるいは、下付き文字ｗ２は、０～２００，０００である
。あるいは、下付き文字ｗ２は、０～５０，０００である。あるいは、下付き文字ｗ２は
、０～１０，０００である。あるいは、下付き文字ｗ２は、０～５，０００である。ある
いは、下付き文字ｗ２は、０～１，０００である。あるいは、下付き文字ｗ２は、０～５
００である。あるいは、下付き文字ｗ２は、０～１００である。あるいは、下付き文字ｗ
２は、０～５０である。あるいは、下付き文字ｗ２は、０～２０である。あるいは、下付
き文字ｗ２は、０～１０である。あるいは、下付き文字ｗ２は、１～１００である。ある
いは、下付き文字ｗ２は、１～５０である。あるいは、下付き文字ｗ２は、１～２０であ
る。あるいは、下付き文字ｗ２は、１～１０である。
【００２８】
　下付き文字ｗ３≧０である。あるいは、下付き文字ｗ３は、０～２００，０００である
。あるいは、下付き文字ｗ３は、０～５０，０００である。あるいは、下付き文字ｗ３は
、０～１０，０００である。あるいは、下付き文字ｗ３は、０～５，０００である。ある
いは、下付き文字ｗ３は、０～１，０００である。あるいは、下付き文字ｗ３は、０～５
００である。あるいは、下付き文字ｗ３は、０～１００である。あるいは、下付き文字ｗ
３は、０～５０である。あるいは、下付き文字ｗ３は、０～２０である。あるいは、下付
き文字ｗ３は、０～１０である。あるいは、下付き文字ｗ３は、１～１００である。ある
いは、下付き文字ｗ３は、１～５０である。あるいは、下付き文字ｗ３は、１～２０であ
る。あるいは、下付き文字ｗ３は、１～１０である。
【００２９】
　下付き文字ｗ４≧０である。あるいは、下付き文字ｗ４は、０～２００，０００である
。あるいは、下付き文字ｗ４は、０～５０，０００である。あるいは、下付き文字ｗ４は
、０～１０，０００である。あるいは、下付き文字ｗ４は、０～５，０００である。ある
いは、下付き文字ｗ４は、０～１，０００である。あるいは、下付き文字ｗ４は、０～５
００である。あるいは、下付き文字ｗ４は、０～１００である。あるいは、下付き文字ｗ
４は、０～５０である。あるいは、下付き文字ｗ４は、０～２０である。あるいは、下付
き文字ｗ４は、０～１０である。あるいは、下付き文字ｗ４は、１～１００である。ある
いは、下付き文字ｗ４は、１～５０である。あるいは、下付き文字ｗ４は、１～２０であ
る。あるいは、下付き文字ｗ４は、１～１０である。
【００３０】
　数量（ｃ＋ｉ＋ｗ１＋ｗ２＋ｗ３＋ｗ４）≧１である。あるいは、一実施形態において
、例えば、以下に記載されるように、コポリマーがカルビノール官能性ポリオルガノシロ
キサンを使用して調製される場合、ｉ＝ｗ２＝ｗ４＝０であり、数量（ｃ＋ｗ１＋ｗ３）
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≧１である。代替的実施形態において、例えば、以下に記載されるように、コポリマーが
アミン官能性ポリオルガノシロキサンを使用して調製される場合、ｃ＝ｗ１＝ｗ３＝０で
あり、数量（ｉ＋ｗ１＋ｗ３）≧１である。
【００３１】
　各Ｘは、独立して、窒素（Ｎ）、酸素（Ｏ）又は硫黄（Ｓ）である。あるいは、Ｘは、
Ｎ又はＯである。あるいは、各Ｘは、Ｎである。あるいは、各Ｘは、Ｏである。ＸがＯ又
はＳであるとき、下付き文字ｏ＝０であり、ＸがＮであるとき、下付き文字ｏ＝１である
。
【００３２】
　下付き文字ｄ、ｅ及びｈは、コポリマー中のシロキサンセグメントのうちの１つの分子
量に依存し、制限され得ない（例えば、シロキサン合成化学の最新技術によって達成され
得る分子量にのみ制限される）。しかしながら、下付き文字ｄは、０～１，０００，００
０であり得、下付き文字ｅは、０～１，０００，０００であり得、下付き文字ｈは、０～
１，０００，０００であり得、ただし、数量（ｄ＋ｅ＋ｈ）≧１である。下付き文字ｄ≧
０である。あるいは、下付き文字ｄ＞０である。あるいは、下付き文字ｄは、０～２００
，０００、あるいは０～１００，０００、あるいは０～５０，０００、あるいは０～１０
，０００、あるいは０～５，０００、あるいは０～１，０００、あるいは１～１，０００
、あるいは１～５００、あるいは１～２００である。
【００３３】
　下付き文字ｅ≧０である。あるいは、下付き文字ｅは、０～１，０００，０００である
。あるいは、下付き文字ｅは、０～２００，０００、あるいは０～１００，０００、ある
いは０～５０，０００、あるいは０～１０，０００、あるいは０～５，０００、あるいは
０～１，０００、あるいは１～１，０００、あるいは１～５００、あるいは１～２００で
ある。あるいは、下付き文字ｅ＝０である。
【００３４】
　下付き文字ｆは、コポリマー中のウレタン及び／又はウレア単位の数を指す。下付き文
字ｆ≧０である。あるいは、下付き文字ｆは、０～１，５００，０００である。あるいは
、下付き文字ｆは、１～５００，０００、あるいは１～２００，０００、あるいは１～５
０，０００、あるいは１～１０，０００、あるいは１～５，０００、あるいは１～１，０
００、あるいは１～５００、あるいは１～２００である。
【００３５】
　下付き文字ｈ≧０である。あるいは、下付き文字ｈは、０～１，０００，０００である
。あるいは、下付き文字ｈは、０～２００，０００、あるいは０～１００，０００、ある
いは０～５０，０００、あるいは０～１０，０００、あるいは０～５，０００、あるいは
０～１，０００、あるいは１～１，０００、あるいは１～５００、あるいは１～２００で
ある。あるいは、下付き文字ｈ＝０である。
【００３６】
　下付き文字ｊ１≧０である。あるいは、下付き文字ｊ１は、０超～５００，０００であ
る。あるいは、下付き文字ｊ１は、０超～２００，０００、あるいは２０～１００，００
０、あるいは５０～５０，０００、あるいは１００～１０，０００、あるいは１，０００
～５，０００、あるいは１００～１，０００、あるいは１０～５００、あるいは１５～２
００である。
【００３７】
　下付き文字ｓ≧０である。あるいは、下付き文字ｓは、０～２００，０００である。あ
るいは、下付き文字ｓは、０～１５０，０００、あるいは０～１００，０００、あるいは
０～５０，０００、あるいは１～１０，０００、あるいは１～５，０００、あるいは１～
１，０００、あるいは１～５００、あるいは１～２００である。
【００３８】
　下付き文字ｖ≧０である。あるいは、下付き文字ｖは、０～２００，０００である。あ
るいは、下付き文字ｖは、０～１５０，０００、あるいは０～１００，０００、あるいは
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０～５０，０００、あるいは１～１０，０００、あるいは１～５，０００、あるいは１～
１，０００、あるいは１～５００、あるいは１～２００である。
【００３９】
　下付き文字ｙ≧０である。あるいは、下付き文字ｙは、０～２００，０００である。あ
るいは、下付き文字ｙは、０～１５０，０００、あるいは０～１００，０００、あるいは
０～５０，０００、あるいは１～１０，０００、あるいは１～５，０００、あるいは１～
１，０００、あるいは１～５００、あるいは１～２００、あるいは１～２０、あるいは１
である。
【００４０】
　あるいは、下付き文字ｃ＝ｉ＝ｗ２＝ｗ３＝ｗ４＝ｅ＝ｈ＝０であるとき、コポリマー
（Ａ）は、単位式（Ｉ）：
【００４１】
【化４】

【００４２】
　［式中、ＲＤ及びＲＭは、上に記載するとおりである］を有し得る。各下付き文字ａは
、独立して、０～１，０００，０００であり、各下付き文字ｍは、独立して、０以上であ
り、各下付き文字ｂは、独立して、０以上であり、下付き文字ｎは、１以上である。ある
いは、各下付き文字ｂ≧０である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１，０００，０００
である。あるいは、下付き文字ｂは、０～２００，０００である。あるいは、下付き文字
ｂは、０～１００，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～５０，０００である
。あるいは、下付き文字ｂは、０～１０，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０
～５，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１，０００である。あるいは、下
付き文字ｂは、０～５００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１００である。ある
いは、下付き文字ｂは、１～１００である。あるいは、下付き文字ｂは、１～５０である
。あるいは、下付き文字ｂは、１～２０である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１であ
る。あるいは、下付き文字ｂ＝０である。あるいは、下付き文字ｂ＝１である。あるいは
、下付き文字ｂ＝２である。あるいは、下付き文字ｂ＝３である。あるいは、下付き文字
ｂ＝４である。あるいは、下付き文字ｂ＝５である。
【００４３】
　あるいは、コポリマー（Ａ）は、式（ＩＩ）：
【００４４】

【化５】

【００４５】
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　［式中、ＲＤ及びＲＭは、上に記載するとおりであり、下付き文字ａは、独立して、０
～１，０００，０００であり、各下付き文字ｂは、独立して、０以上であり、下付き文字
ｎは、１以上である］を有し得る。あるいは、各下付き文字ｂ≧０である。あるいは、下
付き文字ｂは、０～１，０００，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～２００
，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１００，０００である。あるいは、下
付き文字ｂは、０～５０，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１０，０００
である。あるいは、下付き文字ｂは、０～５，０００である。あるいは、下付き文字ｂは
、０～１，０００である。あるいは、下付き文字ｂは、０～５００である。あるいは、下
付き文字ｂは、０～１００である。あるいは、下付き文字ｂは、１～１００である。ある
いは、下付き文字ｂは、１～５０である。あるいは、下付き文字ｂは、１～２０である。
あるいは、下付き文字ｂは、０～１である。あるいは、下付き文字ｂ＝０である。あるい
は、下付き文字ｂ＝１である。あるいは、下付き文字ｂ＝２である。あるいは、下付き文
字ｂ＝３である。あるいは、下付き文字ｂ＝４である。あるいは、下付き文字ｂ＝５であ
る。
【００４６】
　コポリマー（Ｂ）
　コポリマー（Ｂ）は、式：
【００４７】
【化６】

【００４８】
　［式中、ＲＴ、ＲＤ、ＲＭ、並びに下付き文字ｏ、ｌ、ｓ、ｖ、ｒ、ｃ、ｉ、ｗ１、ｗ
２、ｗ３、ｗ４、ｂ、及びｙは、コポリマー（Ａ）について上に記載するとおりであり、
下付き文字ｊ２は、＞０である］の単位を含むシロキサン－ウレタン－ウレアコポリマー
である。コポリマー（Ａ）及びコポリマー（Ｂ）が両方ともコポリマー組成物中に存在し
、ｊ１が＞０であるとき、Ｊ２／ｊ１は≧１．１である。あるいは、下付き文字ｊ２は、
１～５００，０００である。あるいは、下付き文字ｊ２は、１～２００，０００、あるい
は２０～１００，０００、あるいは５０～５０，０００、あるいは１００～１０，０００
、あるいは１，０００～５，０００、あるいは１００～１，０００、あるいは１０～５０
０、あるいは１５～２００である。
【００４９】
　あるいは、コポリマー（Ｂ）は、単位式（ＩＩＩ）：
【００５０】
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【化７】

【００５１】
　［式中、ＲＤ、ＲＭ、下付き文字ａ、ｂ及びｎは、上に記載するとおりであり、下付き
文字ｎ１は、０以上、あるいは０～２００，０００、あるいは０～２０，０００、あるい
は０～１０，０００、あるいは０～５，０００、あるいは０～１，０００、あるいは０～
１００、あるいは１～５０である］を有し得る。下付き文字ｎ２及びｎ３は、それぞれ、
０又は１であり、数量（ｎ２＋ｎ３）＝１である。
【００５２】
　（Ｃ）有機ポリオール
　出発材料（Ｃ）は、有機ポリオールである。好適な有機ポリオールは、２つ以上のヒド
ロキシル基を含有する有機ポリマーである。出発材料（Ｃ）の有機ポリオールは、ポリエ
ーテルポリオール、ポリエステルポリオール、ポリアクリレートポリオール、ポリカプロ
ラクトンポリオール、ポリウレタンポリオール、ポリカーボネートポリオール、ポリブタ
ジエンジオール、他のポリマーポリオール、又はこれらの有機ポリオールのうちの２つ以
上であり得る。２種以上のポリマーのコポリマーポリオールも使用することができる。フ
ッ素化などのポリマー構造上に他の修飾を有するポリオールもまた使用することができる
。あるいは、好適な有機ポリオールは、有機ポリマージオールであり得る。このような有
機ポリマージオールとしては、ポリアルキレンオキシドジオール、例えば、ポリエチレン
オキシドジオール、ポリプロピレンオキシドジオール及びポリブチレンオキシドジオール
；又はポリカーボネートジオールが挙げられる。あるいは、好適な有機ポリオールは、小
分子有機ジオールであり得る。このような小分子有機ジオールとしては、グリセロールが
挙げられる。有機ポリオールは、コポリマー組成物の表面エネルギー及び／又は親水性／
機械的特性を調整するために添加され得る。添加量は、０～９５％、あるいは０～７５％
、あるいは０～５０％、あるいは１～２５％であり得る。
【００５３】
　（Ｄ）有機ポリイソシアネートと有機ポリオールとの反応生成物
　出発材料（Ｄ）は、出発材料（Ｃ）である上記の有機ポリオールを、１分子当たり平均
１つ以上のイソシアネート基を有するイソシアネート化合物と反応させることによって調
製することができる。あるいは、有機イソシアネート化合物は、１分子当たり平均２つ以
上のイソシアネート基を有し得る。有機イソシアネート化合物は、式：Ｒ－（Ｎ＝Ｃ＝Ｏ
）ｐ［式中、Ｒは、炭化水素基又はハロゲン化炭化水素基であり、下付き文字ｐは、１分
子当たりのイソシアネート基の数を表す整数であり、ｐは、１以上である］を有し得る。
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あるいは、下付き文字ｐは、２、３又は４であり、あるいは下付き文字ｐは、２又は３で
あり、あるいは、下付き文字ｐは、２である。下付き文字ｐが２であるとき、Ｒは、二価
の炭化水素基である。下付き文字ｐが３であるとき、Ｒは、三価の炭化水素基である。下
付き文字ｐが４であるとき、Ｒは、四価の炭化水素基である。
【００５４】
　有機イソシアネート化合物としては、モノメリックイソシアネート及びポリメリックイ
ソシアネートが例示される。モノメリックイソシアネートとしては、メタ－テトラメチル
キシレンジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、トルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）、フェ
ニレンジイソシアネート、キシレンジイソシアネート、１，５－ナフタレンジイソシアネ
ート、クロロフェニレン２，４－ジイソシアネート、ビトルエンジイソシアネート、ジア
ニシジンジイソシアネート、トルイジンジイソシアネート及びアルキル化ベンゼンジイソ
シアネートなどの芳香族ジイソシアネート；ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）
、水素化メチレンジフェニルジイソシアネート（ＨＭＤＩ）、１－イソシアナト－３－イ
ソシアナトメチル－３，５，５－トリメチル－シクロヘキサン（イソホロンジイソシアネ
ート、ＩＰＤＩ）及びノナントリイソシアネート（ＴＴＩ）などの脂肪族及び環式脂肪族
イソシアネート、メチレン－ジフェニル－ジイソシアネート（ＭＤＩ）などのメチレン中
断型芳香族ジイソシアネート、特に３，３’－ジメチル－４，４’－ジフェニル－メタン
ジイソシアネートなどのアルキル化類縁体を含む４，４’－異性体；シクロヘキセンジイ
ソシアネート、４，４’－メチレンジシクロヘキシルジイソシアネートなどの水素化材料
；テトラメチルキシリルジイソシアネート、１，４－ビス（１－イソシアナト－１，１’
－ジメチルメチル）ベンゼンＯＣＮＣ（ＣＨ３）２Ｃ６Ｈ４Ｃ（ＣＨ３）２ＮＣＯなどの
混合アラルキルジイソシアネート、並びに１，４－テトラメチレンジイソシアネート、１
，５－ペンタメチレンジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート（Ｈ
ＤＩ）、１，７－ヘプタメチレンジイソシアネート、２，２，４－及び２，４，４－トリ
メチルヘキサメチレンジイソシアネート、１，１０－デカメチレンジイソシアネート及び
２－メチル－１，５－ペンタメチレンジイソシアネート、ビニルイソシアネートなどのポ
リメチレンイソシアネート；並びにこれらの組み合わせが挙げられる。
【００５５】
　ポリメリック有機イソシアネートには、二量体化したイソシアネートであるウレチジオ
ン又はウレチジンジオン及びカルボジイミド、三量体化したイソシアネートであるイソシ
アヌレート、イミノオキサジアジンジオン、ウレトンイミン及び直鎖ポリマーαナイロン
；並びに二官能性又は多官能性イソシアネートを各種化合物と反応させてアロファネート
、又はビウレット化合物、又はイソシアネート官能性ウレタン又は他のプレポリマーを形
成することによる誘導体化イソシアネートが挙げられる。ポリイソシアネートのいくつか
は、二官能性であり、すなわち、１分子当たり２つのイソシアネート基を有する。いくつ
かは、２つより多いイソシアネート基を有する。一例は、２、３及び４つ以上のイソシア
ネート基を有する分子の混合物であるポリメリックジフェニルメタンジイソシアネートで
あり、二価より多価の平均官能性（一般に２．７）を有し得る。二価より多価のイソシア
ネート官能性を有するイソシアネート官能性化合物は、架橋部位として作用し得る。市販
のイソシアネート官能性有機化合物としては、Ｒｈｏｄｉａ（Ｃｒａｎｂｕｒｙ，ＮＪ）
が販売しているイソホロンジイソシアネート三量体であるＴｏｌｏｎａｔｅ　ＸＩＤＴ　
７０ＳＢ（固形分７０％、１２．３重量％のＮＣＯ）及びＤｅｓｍｏｄｕｒ　Ｎ－１００
ポリイソシアネート（Ｍｏｂａｙ　Ｃｏｒｐ．から入手可能）が例示される。
【００５６】
　あるいは、有機イソシアネート化合物は、ブロックイソシアネートであり得る。イソシ
アネート基は、フェノール、ノニルフェノール、ブタンオキシム、カプロラクタムなど一
般的なブロック剤によってブロックすることができる。これらのブロックイソシアネート
は、ある特定の温度で放出され、鎖延長剤及びポリオルガノシロキサンと反応して、有機
シロキサンコポリマーを構成することができる。ブロック剤は、ある特定の温度まで加熱
することによって、解離／放出され得る。
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【００５７】
　反応生成物（Ｄ）は、イソシアネート／ＯＨ反応性基のモル比及び反応の進行度に応じ
て、低分子量化合物、又は低分子量～中分子量のプレポリマー、又は高分子量ポリマーで
あることができる。有機ポリオールは、反応生成物中に「ソフトセグメント」の部分を形
成するために比較的大きな分子量と低いガラス転移温度（Ｔｇ）を有し得るか、反応生成
物中に「ハードセグメント」を形成するために低分子量を有し得る。ポリオールのイソシ
アネートに対するモル比及び反応に応じて、反応生成物（Ｄ）は、残余のヒドロキシル基
若しくはイソシアネート基、又はイソシアネート基とヒドロキシル基の両方を有し得るか
、残余の反応性基を有さない。
【００５８】
　出発材料（すなわち、有機ポリオール及びポリイソシアネート）から反応生成物（Ｄ）
を製造する方法は、公知であり、ポリウレタンポリマーを製造するための任意の従来の方
法を採用することができる。かかる方法は、米国特許第３，３８４，６２３号、同第５，
２００，４９１号；及び同第５，６２１，０２４号に見出すことができる。
【００５９】
　コポリマー（Ａ）の製造方法
　コポリマー（Ａ）を製造するための方法は、反応生成物（Ｄ）を製造するための方法に
類似している。出発材料を、本明細書に記載される出発材料に変更する以外は、上に引用
する参考文献中に記載されている方法を使用することができる。
【００６０】
　出発材料（Ａ）として上に記載されるコポリマーは、
　１）
　　ａ）イソシアネート化合物、
　　ｂ）ポリオルガノシロキサン、及び
　　ｃ）鎖延長剤を含む各出発材料を反応させることを含む、方法によって調製すること
ができる。
【００６１】
　一実施形態において、全ての出発材料を同時に混ぜ合わせ、反応させてもよい。あるい
は、ａ）イソシアネート化合物、及びｂ）ポリオルガノシロキサンを含む各出発材料を反
応させてプレポリマーを形成し、その後、このプレポリマーを、ｃ）鎖延長剤を含む出発
材料と、任意選択により、追加量のａ）イソシアネート化合物と反応させてコポリマーを
形成することができる。あるいは、ａ）イソシアネート化合物と、ｃ）鎖延長剤とを含む
出発材料を反応させて中間体を形成し、その後、この中間体を、ｂ）ポリオルガノシロキ
サンを含む出発材料と、任意選択により、追加量のａ）イソシアネート化合物と反応させ
てコポリマーを形成することができる。
【００６２】
　これらの全ての実施形態において、ポリオルガノシロキサンを反応させる場合はいずれ
も、ポリオルガノシロキサンの代わりに、ポリオルガノシロキサンと有機ポリオールの混
合物を使用することができる。あるいは、方法は、ｉ）ａ）イソシアネート化合物を、ｂ
）ポリオルガノシロキサン及びｄ）有機ポリオールと反応させてプレポリマーを形成する
ことと、その後、ｉｉ）プレポリマーを、ｃ）鎖延長剤と、任意選択により、追加量のａ
）イソシアネート化合物と反応させることと、を含み得る。
【００６３】
　上記の方法の各実施形態において、出発材料ｂ）であるポリオルガノシロキサンは、ｂ
１）カルビノール官能性ポリオルガノシロキサン、ｂ２）アミン官能性ポリオルガノシロ
キサン、又はｂ１）とｂ２）の両方の混合物であり得る。
【００６４】
　出発材料ａ）イソシアネート化合物
　上記の方法において、ａ）イソシアネート化合物は、１分子当たり平均して１つ以上の
イソシアネート基を有する。あるいはイソシアネート化合物は、１分子当たり平均して２
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つ以上のイソシアネート基を有し得る。イソシアネート化合物は、式：Ｒ－（Ｎ＝Ｃ＝Ｏ
）ｐ［式中、Ｒは、多価の炭化水素基であるか、又は多価のハロゲン化炭化水素基であり
、下付き文字ｐは、１分子当たりのイソシアネート基の整数の繰り返し数である］を有し
得る。下付き文字ｐは、１以上である。あるいは、下付き文字ｐは、２、３又は４である
。あるいは下付き文字ｐは、２又は３であり、あるいは、下付き文字ｐは、２である。下
付き文字ｐが２であるとき、Ｒは、二価の炭化水素基である。下付き文字ｐが３であると
き、Ｒは、三価の炭化水素基である。下付き文字ｐが４であるとき、Ｒは、四価の炭化水
素基である。
【００６５】
　イソシアネート化合物としては、モノメリックイソシアネート及びポリメリックイソシ
アネートが例示される。モノメリックイソシアネートとしては、メタ－テトラメチルキシ
レンジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、トルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）、フェニレ
ンジイソシアネート、キシレンジイソシアネート、１，５－ナフタレンジイソシアネート
、クロロフェニレン２，４－ジイソシアネート、ビトルエンジイソシアネート、ジアニシ
ジンジイソシアネート、トルイジンジイソシアネート及びアルキル化ベンゼンジイソシア
ネートなどの芳香族ジイソシアネート；ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、水
素化メチレンジフェニルジイソシアネート（ＨＭＤＩ）、１－イソシアナト－３－イソシ
アナトメチル－３，５，５－トリメチル－シクロヘキサン（イソホロンジイソシアネート
、ＩＰＤＩ）及びノナントリイソシアネート（ＴＴＩ）などの脂肪族及び環式脂肪族イソ
シアネート、メチレン－ジフェニル－ジイソシアネート（ＭＤＩ）などのメチレン中断型
芳香族ジイソシアネート、特に３，３’－ジメチル－４，４’－ジフェニル－メタンジイ
ソシアネートなどのアルキル化類縁体を含む４，４’－異性体；シクロヘキセンジイソシ
アネート、４，４’－メチレンジシクロヘキシルジイソシアネートなどの水素化材料；テ
トラメチルキシリルジイソシアネート、１，４－ビス（１－イソシアナト－１，１’－ジ
メチルメチル）ベンゼンＯＣＮＣ（ＣＨ３）２Ｃ６Ｈ４Ｃ（ＣＨ３）２ＮＣＯなどの混合
アラルキルジイソシアネート、及び１，４－テトラメチレンジイソシアネート、１，５－
ペンタメチレンジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）
、１，７－ヘプタメチレンジイソシアネート、２，２，４－及び２，４，４－トリメチル
ヘキサメチレンジイソシアネート、１，１０－デカメチレンジイソシアネート及び２－メ
チル－１，５－ペンタメチレンジイソシアネート、ビニルイソシアネートなどのポリメチ
レンイソシアネート；並びにこれらの組み合わせが挙げられる。
【００６６】
　ポリメリックイソシアネートには、二量体化したイソシアネートであるウレチジオン又
はウレチジンジオン及びカルボジイミド、三量体化したイソシアネートであるイソシアヌ
レート、イミノオキサジアジンジオン、ウレトンイミン及び直鎖ポリマーαナイロン；並
びに二官能性又は多官能性イソシアネートを各種化合物と反応させてアロファネート、又
はビウレット化合物、又はイソシアネート官能性ウレタン又は他のプレポリマーを形成す
ることによる誘導体化イソシアネートが挙げられる。ポリイソシアネートのいくつかは、
二官能性であり、すなわち、１分子当たり２つのイソシアネート基を有する。いくつかは
、２つより多いイソシアネート基を有する。一例は、２、３及び４つ以上のイソシアネー
ト基を有する分子の混合物であるポリメリックジフェニルメタンジイソシアネートであり
、二価より多価の平均官能性（一般に２．７）を有し得る。二価より多価のイソシアネー
ト官能性を有するイソシアネート官能性化合物は、架橋部位として作用し得る。市販のイ
ソシアネート官能性有機化合物としては、Ｒｈｏｄｉａ（Ｃｒａｎｂｕｒｙ，ＮＪ）が販
売しているイソホロンジイソシアネート三量体であるＴｏｌｏｎａｔｅ　ＸＩＤＴ　７０
ＳＢ（固形分７０％、１２．３重量％のＮＣＯ）及びＤｅｓｍｏｄｕｒ　Ｎ－１００ポリ
イソシアネート（Ｍｏｂａｙ　Ｃｏｒｐ．から入手可能）が例示される。
【００６７】
　あるいは、ａ）イソシアネート化合物は、ブロックイソシアネートを含み得る。イソシ
アネート基は、フェノール、ノニルフェノール、ブタンオキシム、カプロラクタムなど一



(17) JP 6901552 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

般的なブロック剤によってブロックすることができる。これらのブロックイソシアネート
は、室温よりも高い温度で加熱するなどの任意の常法によって放出され、鎖延長剤及びポ
リオルガノシロキサンと反応して、ポリウレタン－ポリオルガノシロキサンコポリマーを
構成することができる。
【００６８】
　出発材料ｂ１）カルビノール官能性ポリオルガノシロキサン
　上記の方法において、ｂ１）カルビノール官能性ポリオルガノシロキサンは、式：
【００６９】
【化８】

【００７０】
　の単位を含む。この単位式において、各ＲＭ、ＲＤ、下付き文字ｂ、下付き文字ｃ、下
付き文字ｗ１、下付き文字ｗ３、下付き文字ｄ、下付き文字ｅ、及び下付き文字ｈは、上
に記載するとおりである。カルビノール官能性ポリオルガノシロキサンの例は、国際公開
第２００８／０８８４９１号、米国特許第６，５２８，１２１号及び米国特許第７，４５
２，９５６号に開示されている。カルビノール基は、末端基又はペンダント基であり得る
。あるいは、カルビノール基は、末端基であり得る。
【００７１】
　あるいは、ｂ１）カルビノール官能性ポリオルガノシロキサンは、式（ＩＩ）：ＲＣＲ
Ｍ

２Ｓｉ－ＲＤＸ－（ＲＭ
２ＳｉＯ）ｒ－（ＲＭ

２）ＳｉＲＤＸ－ＳｉＲＭ
２ＲＣ［式中

、各ＲＣは、独立して、式ＨＯ－ＲＤ－（ＯＲＤ）ｂ－のカルビノール官能基であり、下
付き文字ｂ、ＲＭ及びＲＤは、上に記載するとおりであり、各ＲＤＸは、Ｏ又はＲＤにつ
いて上に記載する二価の炭化水素基から独立して選択され、下付き文字ｒは、式（ＩＩ）
のカルビノール官能性ポリオルガノシロキサンの重合度を表す］のα，ω－二官能性ポリ
ジオルガノシロキサンを含み得る。下付き文字ｒ＞０である。あるいは、下付き文字ｒは
、１～１，０００，０００、あるいは５０～１，０００、あるいは２００～７００であり
得る。あるいは、下付き文字ｒは、０～２００，０００、あるいは０～２００，０００、
あるいは０～１００，０００、あるいは０～５０，０００、あるいは０～１０，０００、
あるいは０～５，０００、あるいは０～１，０００、あるいは１～１，０００、あるいは
１～５００、あるいは１～２００、あるいは５～１５０である。あるいは、各ＲＤＸは、
Ｏである。
【００７２】
　出発材料ｂ２）アミン官能性ポリオルガノシロキサン
　アミン官能性ポリオルガノシロキサンは、式：
【００７３】
【化９】

【００７４】
　［式中、ＲＭ及びＲＤ、並びに下付き文字ｂ、ｄ、ｅ、ｈ及びｉは、上に記載するとお
りである］の単位を含む。アミン基は、末端基又はペンダント基であり得る。あるいは、
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アミン基は、末端基であり得る。
【００７５】
　例示的なアミン末端ポリオルガノシロキサンは、式
【００７６】
【化１０】

【００７７】
　［式中、Ｍｅはメチル基を表し、Ｂｕはブチル基を表す］の末端単位を含み、（ＲＭ

２

ＳｉＯ２／２）ｄ（ＲＭＳｉＯ３／２）ｅ（ＳｉＯ４／２）ｈ［式中、ＲＭ、ＲＤ、並び
に下付き文字ｉ、ｄ、ｅ及びｈは、上に記載するとおりである］のうちの１つ以上を含む
単位を更に含む。
【００７８】
　出発材料ｃ）鎖延長剤
　鎖延長剤は、式ＨＯ－ＲＤ－ＯＨ［式中、ＲＤは上に定義するとおりである］のジアル
コールであり得る。好適なジアルコールとしては、１，３－ブタンジオール、１，４－ブ
タンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，１０－デカンジオール、１，６－ヘキサ
メチレンジオール、２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオール、１，４－シクロヘキ
サンジメチロール、１，１’－イソプロピリジン－ビス－（ｐ－フェニレン－オキシ）－
ジ－２－エタノール、ポリ（テトラメチレンエーテル）グリコール、及びエチレングリコ
ールが挙げられる。あるいは、鎖延長剤は、２～２０個の炭素原子を含有するジアミンで
あり得、例えば、１，２－ジアミノエタン、１，４－ジアミノブタン、１，２－プロパン
ジアミン、ヘキサメチレンジアミン、ジエチレンジアミン、５－アミノ－１－（アミノメ
チル）－１，３，３－トリメチルシクロヘキサン、４，４’－メチレンビス（シクロヘキ
シルアミン）、及びエタノールアミンであり得る。あるいは、鎖延長剤は、ジチオール、
ジカルボン酸又はジエポキシドであり得る。好適な鎖延長剤は、例えば、米国特許第４，
８４０，７９６号及び同第５，７５６，５７２号に開示されている。
【００７９】
　出発材料ｄ）溶媒
　本明細書に記載のコポリマーを調製するための方法中に、溶媒を加えることができる。
溶媒としては、コポリマーを溶解し、かつイソシアネート、並びにアミン及び／又はカル
ビノール化合物に対して比較的非反応性である、任意の有機化合物が好適である。例とし
ては、脂肪族炭化水素、芳香族炭化水素、エステル、エーテル、ケトン及びアミドが挙げ
られる。例示的な溶媒には、メチルエチルケトン、酢酸エチル、酢酸ブチル又はテトラヒ
ドロフランが挙げられる。
【００８０】
　使用される溶媒の量は、構造、分子量及び特定のコポリマー調製法を含む、コポリマー
の特性に依存し、０～９９％であり得る。一般に、高分子量コポリマーについては、特に
高トルク混合機構が使用されない場合、溶媒を添加して粘度を下げ、コポリマーの製造方
法の実施中に系を扱いやすくしてもよい。分子量が比較的低く、かつ／又は二軸押出機な
どの高トルク混合装置が使用される場合、溶媒を使用する必要はない。溶媒を使用する場
合、その量は、使用される全ての出発材料の総重量に基づいて、０～９９％、あるいは０
～８０％、あるいは１％～６０％、あるいは５％～５０％であり得る。
【００８１】
　出発材料ａ）、ｂ）、ｃ）並びにｄ）及び／又はｅ）（存在する場合）の各量は、所望
のポリオルガノシロキサンの構造及び分子量に応じて、本明細書中の式によって記載され
るコポリマーに達するように、大きく変動し得る。出発材料ａ）のイソシアネート基と、
出発材料ｂ）について選択されるポリシロキサン上のカルビノール基又はアミン基の活性
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水素とのモル比は、０．１～１００、あるいは０．１～５０、あるいは０．１～１０、あ
るいは０．１～２、あるいは０．１～１．５、あるいは０．１～１．２５、あるいは０．
１～１．１、あるいは０．１～１．０５、あるいは０．１～１．０１、あるいは０．１～
１、あるいは０．１～０．９、あるいは０．１～０．５、あるいは０．５～５０、あるい
は０．５～１０、あるいは０．５～２、あるいは０．５～１．５、あるいは０．５～１．
２５、あるいは０．５～１．１、あるいは０．５～１．０５、あるいは０．５～１．０１
、あるいは０．５～１、あるいは０．５～０．９、あるいは０．４～０．７であり得る。
【００８２】
　イソシアネート基と、鎖延長剤上のヒドロキシル基又はアミン基又は他の反応性基上の
活性水素とのモル比は、１．００１～１，０００，０００、あるいは１．００１～５００
，０００、あるいは１．００１～２００，０００、あるいは１．００１～１００，０００
、あるいは１．００１～５０，０００、あるいは１．００１～１０，０００、あるいは１
．００１～５，０００、あるいは１．００１～１，０００、あるいは１．００１～５００
、あるいは１．００１～１００、あるいは１．００１～５０、あるいは１．００１～２０
、あるいは１．００１～１０、あるいは１．００１～５、あるいは１．００１～４、ある
いは１．００１～３、あるいは１．００１～２、あるいは１．００１～１．５、あるいは
１．００１～１．３、あるいは１．００１～１．２、あるいは１．０１～２０、あるいは
１．０１～１０、あるいは１．０１～５、あるいは１．０１～４、あるいは１．０１～３
、あるいは１．０１～２、あるいは１．０１～１．５、あるいは１．０１～１．３、ある
いは１．０１～１．２であり得る。
【００８３】
　出発材料ｅ）触媒
　上記のａ）、ｂ）及びｃ）を含む各出発材料を反応させることは、出発材料であるｅ）
触媒によって触媒され得る。好適な触媒には、３級アミン及び金属塩、例えば、スズの塩
が挙げられる。スズ化合物が本明細書における触媒として有用であり、これらとしては、
スズの酸化状態が＋４又は＋２のいずれかであるもの、すなわち、スズ（ＩＶ）化合物又
はスズ（ＩＩ）化合物が挙げられる。スズ（ＩＶ）化合物の例としては、第二スズ塩、例
えば、二ラウリン酸ジブチルスズ、二ラウリン酸ジメチルスズ、ジ－（ｎ－ブチル）スズ
ビス－ケトネート、二酢酸ジブチルスズ、マレイン酸ジブチルスズ、ジブチルスズジアセ
チルアセトネート、ジブチルスズジメトキシド、カルボメトキシフェニルスズトリス－ウ
ベレート、二オクタン酸ジブチルスズ、二ギ酸ジブチルスズ、イソブチルスズトリセロエ
ート、二酪酸ジメチルスズ、二ネオデカン酸ジメチルスズ、二ネオデカン酸ジブチルスズ
、酒石酸トリエチルスズ、二安息香酸ジブチルスズ、三２－エチルヘキサン酸ブチルスズ
、二酢酸ジオクチルスズ、オクチル酸スズ、オレイン酸スズ、酪酸スズ、ナフテン酸スズ
、二塩化ジメチルスズ、これらの組み合わせ、及び／又はこれらの部分加水分解生成物が
挙げられる。スズ（ＩＶ）化合物は、当該技術分野において既知であり、例えば、Ｔｈｅ
　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙの事業部門であるＡｃｉｍａ　Ｓｐｅｃｉ
ａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ，Ｅｕｒｏｐｅ）から、Ｍｅｔ
ａｔｉｎ（登録商標）７４０及びＦａｓｃａｔ（登録商標）４２０２などとして市販され
ている。スズ（ＩＩ）化合物の例としては、有機カルボン酸のスズ（ＩＩ）塩（二酢酸ス
ズ（ＩＩ）、ジオクタン酸スズ（ＩＩ）、ジエチルヘキサン酸スズ（ＩＩ）、二ラウリン
酸スズ（ＩＩ）等）、カルボン酸の第一スズ塩（オクタン酸第一スズ、オレイン酸第一ス
ズ、酢酸第一スズ、ラウリン酸第一スズ、ステアリン酸第一スズ、ナフテン酸第一スズ、
ヘキサン酸第一スズ、コハク酸第一スズ、カプリル酸第一スズなど）、及びこれらの組み
合わせが挙げられる。他の金属塩もまた、本反応の好適な触媒である。例としては、酢酸
亜鉛及びナフテン酸亜鉛などの亜鉛塩が挙げられる。鉛、ビスマス、コバルト、鉄、アン
チモン又はナトリウムの塩、例えば、オクタン酸鉛、硝酸ビスマス及び酢酸ナトリウムな
ども本反応を触媒することができる。ある特定の場合において、有機水銀化合物も使用す
ることができる。任意選択により、上記の触媒とともに、助触媒を使用してもよい。ある
いは、２つ以上の触媒の組み合わせを使用して、例えば、単一触媒で達成される反応より
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も速い反応をもたらすこと、又は反応開始時間と反応終了時間の良好なバランスのいずれ
かをもたらすことができる。
【００８４】
　出発材料ｆ）有機ポリオール
　上記のコポリマー（Ａ）及び／又はコポリマー（Ｂ）を製造するために、任意選択によ
り、有機ポリオールをｂ）ポリオルガノシロキサンと組み合わせてもよい。好適な有機ポ
リオールは、２つ以上のヒドロキシル基を含有する有機ポリマーである。出発材料ｆ）の
有機ポリオールは、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール、ポリアクリレー
トポリオール、ポリカプロラクトンポリオール、ポリウレタンポリオール、ポリカーボネ
ートポリオール、ポリブタジエンジオール、他のポリマーポリオール、又はこれらの有機
ポリオールのうちの２つ以上であり得る。２種以上のポリオールのコポリマーポリオール
も使用することができる。フッ素化などのポリマー構造上に他の修飾を有するポリメリッ
クポリオールもまた使用することができる。あるいは、好適な有機ポリオールは、有機ジ
オールであり得る。好適な有機ジオールとしては、ポリアルキレンオキシドジオール、例
えば、ポリエチレンオキシドジオール、ポリプロピレンオキシドジオール及びポリブチレ
ンオキシドジオール；又はポリカーボネートジオールが挙げられる。他の有機ジオールに
は、グリセロールが挙げられる。有機ポリオールは、調製されるコポリマーの表面エネル
ギー及び／又は親水性／機械的特性を調整するために添加され得る。添加量は、コポリマ
ーを製造するために使用される全ての出発材料の総重量を基準として、０～９５％、ある
いは０～７５％、あるいは０～５０％、あるいは１～２５％であり得る。
【００８５】
　出発材料ｇ）任意の末端封止剤
　上記のコポリマー（Ａ）及び／又は（Ｂ）は、任意選択により、末端封止剤と反応させ
、任意の残余のイソシアネート基、ヒドロキシル基又はアミン基を、別の種類の反応性基
又は非反応性基に変換することができる。好適な末端封止剤には、エタノール、プロパノ
ール、ブタノールなどのアルコール、酢酸などのカルボン酸、並びに脂肪族不飽和を含有
するアルコール及びカルボン酸が挙げられるが、これらに限定されない。チオアルコール
、ヒドロキシルアミン、グリコール、アミノ酸及びアミノ糖もまた末端封止剤として好適
である。
【００８６】
　コポリマー（Ｂ）の製造方法
　コポリマー（Ｂ）のための所望の組成に到達するために出発材料の比が変化することを
除いて、コポリマー（Ａ）の製造と同じ方法を使用してコポリマー（Ｂ）を製造すること
ができる。当業者であれば、コポリマー（Ａ）及びコポリマー（Ｂ）が互いに異なるよう
に選択されることを認識するであろう。コポリマー（Ａ）及びコポリマー（Ｂ）は、構造
、コポリマー単位の選択、コポリマー単位の配列、及び分子量などの少なくとも１つの特
性において互いに異なる。
【００８７】
　コポリマーの製造方法条件
　上記の方法は、加熱しても加熱しなくても実施することができる。反応の温度は、出発
材料ａ）、ｂ）及びｃ）の選択、並びにｄ）、ｅ）、ｆ）及び／又はｇ）のいずれが存在
するかに依存するが、温度は、１大気圧で－２０℃～１５０℃、あるいは０℃～１００℃
、あるいは２０℃～６０℃の範囲であってよい。この方法が実施される圧力は重要ではな
い。
【００８８】
　上記の方法は、任意の便利な装置において、バッチ式、半バッチ式、半連続式、又は連
続式で実施することができる。高分子量コポリマーを調製する場合（例えば、高分子量の
出発材料を使用する場合）、方法は、二軸押出機などの押出機で実施することができる。
上記のコポリマーは、上記の出発材料を使用することを除き、米国特許第５，７５６，５
７２号に記載される装置及び方法を使用して調製することができる。
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【００８９】
　皮膚接触接着剤
　皮膚接触接着剤は、上記のコポリマー組成物を硬化させることを含む方法によって調製
されてもよい。組成物を１５℃～４０℃の室温まで冷却し、及び／又は組成物から溶媒を
除去するなどの、任意の便利な手段によって硬化を実施してもよい。コポリマー組成物を
硬化させることによって調製される皮膚接触接着剤は、医療用テープ用接着剤、創傷包帯
用接着剤、人工補装具用接着剤、オストミー装具用接着剤、医療用モニタリング器具用接
着剤、化粧用パッチ用接着剤、瘢痕治療処置用接着剤、及び経皮薬物送達システムなどの
用途に有用である。
【００９０】
　上記の皮膚接触接着剤組成物及び皮膚接触接着剤は、（Ｉ）上記コポリマー組成物を含
む。皮膚接触接着剤組成物は、（ＩＩ）賦形剤を更に含み得る。上記の皮膚接触接着剤組
成物及び皮膚接触接着剤は、任意に、（ＩＩＩ）活性成分を更に含み得る。
【００９１】
　（ＩＩ）賦形剤
　賦形剤は、組成物の製造中及び／若しくは製造後に１つ以上の利点をもたらし、並びに
／又は皮膚接触接着剤に１つ以上の利点をもたらす、組成物に添加される成分（Ｉ）及び
（ＩＩＩ）とは異なる任意の成分であり得る。例えば、賦形剤は、（ＩＩ－１）安定剤、
（ＩＩ－２）結合剤、（ＩＩ－３）充填剤、（ＩＩ－４）可溶化剤、（ＩＩ－５）皮膚浸
透助剤、（ＩＩ－６）接着促進剤、（ＩＩ－７）水分透過性を改善するための剤、又は（
ＩＩ－１）、（ＩＩ－２）、（ＩＩ－３）、（ＩＩ－４）、（ＩＩ－５）、（ＩＩ－６）
及び（ＩＩ－７）のうちの２つ以上の組み合わせであり得る。
【００９２】
　（ＩＩ－１）安定剤
　組成物は、任意に、（ＩＩ－１）安定剤を更に含み得る。安定剤は、ビタミンＡ、ビタ
ミンＥ、ビタミンＣ、レチニルパルミテート、セレン、ベンゼンプロパン酸、３，５－ビ
ス（１，１ジメチル－エチル）－４－ヒドロキシ－Ｃ７－Ｃ９分枝状アルキルエステル（
ＢＡＳＦからのＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）１１３５）、ペンタエリスリトールテトラキ
ス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］
（ＢＡＳＦからのＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０）、オクタデシル－３－（３，５
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート（ＢＡＳＦからのＩ
ｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０７６）、１，３，５－トリメチル－２，４，６－トリス（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン（同様にＢＡＳＦか
らのＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）１３３０）、２－メチル－４，６－ビス［（オクチルチ
オ）メチル］フェノール（ＢＡＳＦからのＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）１５２０）、２，
６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－メチルフェノール（ＢＨＴ）、２，２’－メチレン－ビス－
（６－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール）（ＬａｎＸｅｓｓからのＶｕｌｋａｎ
ｏｘ　ＢＫＦ）、又はこれらの混合物などの酸化防止剤を含み得る。あるいは、安定剤は
、システイン、メチオニン又はこれらの組み合わせなどのアミノ酸を含んでもよい。ある
いは、安定剤は、メチルパラベン、プロピルパラベン又はこれらの組み合わせなどのパラ
ベンを含んでもよい。安定剤の量は、組成物が加熱されるかどうか、及び成分（ＩＩＩ）
が添加されるかどうかを含む、様々な因子に依存するが、安定剤は、組成物の重量に基づ
いて、０～２％、あるいは０～１％、あるいは０．１～１％、あるいは０．２～０．７％
、あるいは０．２～０．６％の量で存在し得る。
【００９３】
　（ＩＩ－２）結合剤
　成分（ＩＩ－２）の結合剤を、任意に、組成物に添加してもよい。好適な結合剤として
は、糖類及びそれらの誘導体（例えば、スクロース及びラクトースなどの二糖類、デンプ
ン若しくはセルロースなどの多糖類、又はキシリトール、ソルビトール若しくはマリトー
ルなどの糖アルコールが挙げられる。他の好適な結合剤としては、ゼラチンなどのタンパ



(22) JP 6901552 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

ク質が挙げられる。結合剤の量は、積層物品の種類及び組成物中の他の成分の選択を含む
、様々な因子に依存するが、結合剤の量は、組成物の重量に基づいて、０～５０％であり
得る。
【００９４】
　（ＩＩ－３）充填剤
　成分（ＩＩ－３）の充填剤を、任意に、組成物に添加してもよい。成分（ＩＩ－３）に
好適な充填剤としては、支持体からの組成物の低温流動を防ぐのに役立つシリカが挙げら
れるが、これに限定されない。選択される充填剤は、皮膚接触接着剤の接着に悪影響を及
ぼさないような種類であり、及びそのような量で存在する。充填剤の量は、組成物の重量
に基づいて、０～２％、あるいは０～１％であり得る。
【００９５】
　（ＩＩ－４）可溶化剤
　成分（ＩＩ－４）の可溶化剤を、任意に、組成物に添加してもよい。好適な可溶化剤と
しては、ジメチルスルホキシド、ポビドン（ＰＶＰ）、並びに鉱油、ヒマワリ油及びピー
ナッツ油などの天然油が挙げられる。エステル、グリコール、ポリエーテルは、（ＩＩＩ
）活性成分を可溶化するのに役立ち得る（すなわち、組成物及び当該組成物から調製され
た皮膚接触接着剤中で成分（ＩＩＩ）を非結晶状態に維持し、皮膚への（及び／又は皮膚
内への）活性成分の浸透を容易にする）。可溶化剤は、組成物の重量に基づいて、０～５
０％、あるいは０～４０％、あるいは０～２５％、あるいは０超～２０％、あるいは２０
～２５％で存在し得る。あるいは、成分（ＩＩ－４）に好適な可溶化剤は、コポリマーを
製造するための上記の溶媒であってもよい。
【００９６】
　（ＩＩ－５）皮膚浸透助剤
　成分（ＩＩ－５）の皮膚浸透助剤を、任意に、組成物に添加してもよい。好適な皮膚浸
透助剤としては、プロピレングリコール及びポリエチレングリコールなどのグリコール；
オレイン酸などの有機酸；オレイルアルコールなどの脂肪族アルコール；並びにアミンが
挙げられる。成分（ＩＩ－５）の量は、組成物から調製された皮膚接触接着剤が適用され
る場合、皮膚接触接着剤が適用される時間の長さ、及びその目的（例えば、創傷包帯又は
経皮薬物送達）を含む、様々な因子に依存するが、その量は、組成物の重量に基づいて、
０～２０％未満、あるいは１～２％の範囲であり得る。
【００９７】
　（ＩＩ－６）接着促進剤
　皮膚接触接着剤を除去するために必要な剥離力、及び皮膚上に残る残留物の量などの接
着特性を調節するために、当該技術分野において皮膚接触接着剤として公知の材料を本明
細書に記載の組成物と混合することができる。これらの材料は、本明細書において接着促
進剤として使用され得る。例示的な接着促進剤としては、ヒドロコロイドが挙げられる。
接着促進剤の量は、選択される接着促進剤の種類及び所望の接着量に依存するが、接着促
進剤の量は、組成物の重量に基づいて、０～２０％未満、あるいは１～２％であり得る。
【００９８】
　（ＩＩ－７）水分透過性を改善するための剤
　成分（ＩＩ－７）は、任意に組成物に添加されてもよい、水分透過性を改善するための
剤である。成分（ＩＩ－７）に好適な剤としては、ヒドロコロイド、ゼラチン、ＣＭＣカ
ルボキシメチルセルロースなどのポリマー、及びポリエチレンオキシドが挙げられるが、
これらに限定されない。成分（ＩＩ－７）の量は、組成物中の他の成分の選択、及び当該
組成物から調製される皮膚接触接着剤の最終用途を含む、様々な因子に依存する。しかし
ながら、成分（ＩＩ－７）の量は、組成物の重量に基づいて、０．１～５０％、あるいは
０．１～２５％、あるいは０．１～１０％、あるいは１～１０％であり得る。当業者であ
れば、水分透過性を改善する特定の剤はまた、含水量が増加するにつれて包帯をより良好
に接着させる粘膜接着剤としても作用し得ることを認識する。
【００９９】
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　本明細書記載の特定成分は１つを超える機能を有し得るため、上述の組成物の成分を選
択する際、成分の種類に重複があり得る。例えば、特定のヒドロコロイドは、水分透過性
を改善する剤（ＩＩ－７）としても、接着促進剤（ＩＩ－６）としても有用であり得る。
ゼラチンは、水分透過性を改善するための剤（ＩＩ－７）としても、結合剤（ＩＩ－２）
としても有用であり得る。ビタミンＡ及びビタミンＥなどの特定の栄養素は、安定剤（Ｉ
Ｉ－１）としても、活性成分（ＩＩＩ）としても有用であり得る。複数成分を組成物に添
加する場合、成分は互いに異なる。
【０１００】
　（ＩＩＩ）活性成分
　組成物は、任意に、（ＩＩＩ）活性成分を更に含む。成分（ＩＩＩ）は、例えば、組成
物が、瘢痕処置用途、化粧用パッチ用途、経皮薬物送達用途、及び／又は皮膚への活性成
分の送達のための用途における皮膚接触接着剤を調製するために使用される場合、添加す
ることができる。使用される具体的な活性成分は、本発明にとって重要ではなく、本明細
書で使用するとき、用語「活性成分」は、その最も広い意味で、それが適用される生物に
何らかの有益な効果をもたらすことを意図した材料として解釈されるべきである。
【０１０１】
　成分（ＩＩＩ）に好適な例示的活性成分としては、中枢神経系に作用する薬物、腎機能
に作用する薬物、心血管機能に作用する薬物、胃腸機能に作用する薬物、蠕虫病の治療用
薬物、銀、銀化合物及び／又はクロルヘキシジンなどの抗菌薬、栄養素、ホルモン、ステ
ロイド、並びに皮膚疾患の治療用薬物が挙げられるが、これらに限定されない。例えば、
米国特許公開第２００７／０１７２５１８号段落［００１４］に開示されているもの、及
び国際公開第２００７／０９２３５０号（第２１～第２８頁）に記載されているものを参
照されたい。
【０１０２】
　成分（ＩＩＩ）に好適な他の活性成分としては、サリチレート、例えば、アセチルサリ
チル酸などの非ステロイド性抗炎症薬；プロピオン酸誘導体、例えば、（ＲＳ）－２－（
４－（２－メチルプロピル）フェニル）プロパン酸（イブプロフェン）；酢酸誘導体、例
えば、２－｛１－［（４－クロロフェニル）カルボニル］－５－メトキシ－２－メチル－
１Ｈ－インドール－３－イル｝酢酸（インドメタシン）、エノール酸誘導体；アントラニ
ル酸誘導体、ＣＯＸ－２阻害剤、例えば、Ｎ－（４－ヒドロキシフェニル）エタンアミド
Ｎ－（４－ヒドロキシフェニル）アセトアミド（アセトアミノフェン）、及びスルホンア
ニリドが挙げられる。成分（ＩＩＩ）に好適な他の活性成分としては、エステル基を含有
するもの、例えば、４－アミノ安息香酸エチル（ベンゾカイン）などの局所麻酔薬、アミ
ド基を含有するもの、例えば、２－（ジエチルアミノ）－Ｎ－（２，６－ジメチルフェニ
ル）アセトアミド（リドカイン）；並びに天然由来の局所麻酔薬、例えば、（１Ｒ，２Ｓ
，５Ｒ）－２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキサノール（メントール）が挙げられ
る。
【０１０３】
　当業者であれば、以下に記載される積層物品において、（ＩＩＩ）活性成分は、本明細
書に記載される組成物中に成分（ＩＩＩ）を含めること（すなわち、当該組成物を硬化し
て皮膚接触接着剤を形成する前に）によって調製された皮膚接触接着剤に含まれ得ること
を認識する。あるいは、（ＩＩＩ）活性成分は、積層物品内の別個のリザーバに含まれて
もよく、皮膚接触接着剤組成物から調製された皮膚接触接着剤に混合されない。
【０１０４】
　皮膚接触接着剤組成物に使用される（ＩＩＩ）活性成分の量は、成分（ＩＩＩ）につい
て選択される活性成分の種類、活性成分が組み込まれる積層物品の種類、及び組成物中の
任意の他の成分の選択を含む、様々な因子に依存する。しかしながら、成分（ＩＩＩ）の
量は、皮膚接触接着剤組成物の重量に基づいて、０～４５％、あるいは０超～２５％、あ
るいは０超～１５％、あるいは０超～１０％、あるいは０．１％超～１０％、あるいは１
％超～１０％であり得る。
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【０１０５】
　積層物品
　積層物品は、
　ｉ）皮膚対向面と、皮膚とは反対側を向くように意図された反対面とを有する支持体と
、
　ｉｉ）皮膚対向面の少なくとも一部分上の皮膚接触接着剤であって、支持体の皮膚対向
面と向かい合う皮膚接触面を有する、皮膚接触接着剤とを含む。
【０１０６】
　支持体は、着用者の身体の一部に容易に適用することができる材料である。支持体は、
ポリウレタン、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、高
密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、又はポリプロピレンなどのポリオレフィン；ポリオレフ
ィン／ポリウレタン複合体；ポリエステル；又はエチレンビニルアセテート（ＥＶＡ）な
どのプラスチックフィルムであり得る。あるいは、支持体は、紙、布地（織布又は不織布
）、シリコーンゴム、又は発泡体であってもよい。支持体の全て又は一部分は、積層物品
に空気透過性をもたらすために、任意選択により、複数の孔を有し得、例えば、穿孔又は
有孔であってよい。好適な支持体は、既知であり、例えば、国際公開第２０１３／０３０
５８０号及び国際公開第２０１４／１１６２８１号（第５～第６頁）を参照されたい。
【０１０７】
　皮膚接触接着剤は、支持体の皮膚対向面の少なくとも一部分上にある。経皮薬物送達な
どの特定の用途では、皮膚接触接着剤は、薬物を移動させることができる表面積を最大化
するために、支持体の皮膚対向面の全て又は大部分を覆ってもよい。あるいは、例えば、
皮膚接触接着剤が吸収性材料を創傷に接着させるために使用される場合、皮膚接触接着剤
は、支持体の皮膚対向面の一部分上にあってもよい。支持体上の皮膚接触接着剤の量（厚
さ）は、用途（例えば、オストミー、創傷ケア及び他の用途）を含む、様々な因子に応じ
て変動し、長期間の強力な接着では、支持体上の皮膚接触接着剤を厚くすることができ、
他方、経皮薬物送達又は包帯又は医療用テープ用の接着剤では、支持体上の皮膚接触接着
剤を薄くすることができる。厚さは、均一であってよい。あるいは、厚さは、任意の所与
の支持体上で不均一であってもよく、例えば、中央に向かって厚くし、支持体の縁部又は
その付近でより薄くしてもよい）。しかしながら、皮膚接触接着剤の厚さは、０．０６３
５ｍｍ～２．５４ｍｍ、あるいは０．２５４ｍｍ～１ｍｍの範囲であり得る。
【０１０８】
　図１は、本発明による積層物品１００の部分断面図である。積層物品１００は、支持体
１０１を含み、支持体１０１の皮膚対向面１０４上に皮膚接触接着剤１０２の層を有する
。剥離ライナー１０３が皮膚接触接着剤１０２の層の皮膚接触面１０５を覆っている。支
持体１０１は、医療用テープ又は絆創膏又は他の創傷包帯のためのバッキング材であって
よく、上記のとおりである。
【０１０９】
　皮膚接触接着剤の層は、連続的であっても不連続であってもよい。不連続である場合、
層は、線、線分、小点又は斑点などの様々な形態であってよい。不連続形態は、支持体の
表面全体にわたって均一なパターンであってもよく、支持体の異なる領域に異なるパター
ンを有してもよい。一例は、図４のものであり、これは、オストミー装具（図示せず）で
使用するためのフランジ４００を示す。フランジ４００は、開口部４０３を画定する支持
部材４０１を有する。本明細書に記載の皮膚接触接着剤４０２は、支持部材４０１上の不
連続層（円形の線で示される）として形成される。
【０１１０】
　積層物品は、１つ以上の追加の層を更に含んでもよい。例えば、積層物品は、ｉｉｉ）
皮膚接触接着剤の皮膚接触面を覆う剥離ライナーを更に含んでもよい。剥離ライナーは、
除去可能であり、使用前の積層物品の輸送及び保管に使用することができる。皮膚接触接
着剤は、剥離ライナーの除去によって露出させることができる。
【０１１１】
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　好適な剥離ライナーとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、フルオロカーボン及び
フルオロシリコーンコーティング剥離紙並びにフルオロシリコーンコーティングプラスチ
ックフィルムにより製造されたライナー、又はそれらによりコーティングされたライナー
が挙げられる。好適な剥離ライナーは既知であり、例えば、国際公開第２００７／０９２
３５０号に記載されている。理論に束縛されるものではないが、本明細書に記載の組成物
を硬化させることによって調製される皮膚接触接着剤の１つの利点は、フッ素化コーティ
ングなしの剥離ライナー（例えば、フルオロカーボンなし及びフルオロシリコーンなし）
を皮膚接触接着剤により効果的に使用することができる点であると考えられる。フッ素化
コーティングを有する剥離ライナーは、典型的には、フッ素化コーティングを含まない剥
離ライナーよりも高価である。あるいは、剥離ライナーとしては、ポリエチレン若しくは
ポリプロピレンにより製造されたライナー、又はそれらによりコーティングされたライナ
ーが挙げられる。
【０１１２】
　積層物品は、任意選択により、ｉｖ）吸収性層を更に含んでもよい。吸収性層は、積層
物品が図２又はカナダ特許公開第０２５８５９３３号に示されるものなどの絆創膏である
場合など、吸収層が皮膚（例えば、創傷）と直接接触する場合、皮膚接触接着剤の皮膚接
触面に取り付けることができる。図２Ａは、本明細書に記載される皮膚接触接着剤２０２
の薄層を含む絆創膏２００の斜視図を示す。図２Ｂは、図２Ａの線Ａ－Ａに沿った絆創膏
２００の断面図を示す。絆創膏２００は、穿孔プラスチック支持体２０４を有し、支持体
２０４の皮膚対向面２０３上に皮膚接触接着剤２０２の層を有する。吸収性層２０１は、
皮膚接触接着剤２０２の皮膚接触面２０５上にある。あるいは、例えば、本明細書に記載
の皮膚接触接着剤が、国際公開第２００７／０９２３５０号に示されるものなどの創傷包
帯に使用される場合、吸収性層は、皮膚接触接着剤と支持体との間に配置されてもよい。
【０１１３】
　吸収性層は、流体（例えば、創傷からの滲出物）を吸収することができる織物又はポリ
マー組成物などの任意の好適な材料であってもよい。吸収性層は、市販製品であってもよ
く、吸収性ポリマーの例については国際公開第２００７／０９２３５０号（第１２～第１
５頁）を参照されたい。例としては、熱可塑性ポリマー、ブロックコポリマー（成分（Ａ
）以外）、ポリオレフィン、ヒドロゲル及びヒドロコロイドが挙げられるが、これらに限
定されない。
【０１１４】
　積層物品は、ｖ）担体を更に含み得る。担体は、積層物品にある程度の剛性をもたらす
ために使用することができ、また、着用者に積層物品を適用している間、しわを最小限に
抑えつつ積層物品を創傷の上に配置し、皮膚接触接着剤が創傷に付着するのを回避するこ
とができる。担体は、例えば、積層物品が皮膚に接着固定された後に、任意選択により、
除去することができる。担体は、皮膚とは反対側を向くように意図された、支持体の反対
側の表面上に取り付けることができる。
【０１１５】
　担体は、エチレンビニルアセテート（ＥＶＡ）、ポリエチレンフィルム、ポリエステル
フィルム、又はＥＶＡコーティングでコーティングされた紙であり得る。当業者であれば
、担体は、支持体と同じ構造材料、又は異なる構造材料を有し得ることを認識する。担体
は、本明細書で使用するとき、積層物品の独立した別個の部品を指す。
【０１１６】
　図３は、本発明による代替的な積層物品３００の部分断面図である。積層物品３００は
、皮膚対向面３０５と、皮膚とは反対側を向くように意図された反対面３０３と、を有す
る支持体３０４を有する。皮膚接触接着剤（本明細書に記載のもの）３０８は、支持体３
０４の皮膚対向面３０５に取り付けられる。皮膚接触接着剤３０８は、皮膚接触面３０９
を有する層を形成する。剥離ライナー３１０（別々に剥がすことができる２つの部分を有
する）は、皮膚接触接着剤３０８の皮膚接触面３０９を覆っている。積層物品は、支持体
３０４の皮膚対向面３０５と皮膚接触接着剤３０８の反対面３０７との間に吸収性層３０
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６を更に含む。積層物品は、皮膚対向面及び反対面３０１を有する担体３０２を更に含む
。担体３０２は、支持体３０４の反対面３０３に除去可能に固着される。
【０１１７】
　積層物品の製造方法
　積層物品を製造するための方法は、
　Ｉ）支持体の皮膚対向面の少なくとも一部分上に上記の組成物の層を形成することと、
　ＩＩ）組成物を硬化させて、皮膚接触接着剤を形成することと、
　を含む。
【０１１８】
　方法は、任意選択により、ＩＩＩ）支持体の皮膚対向面と向かい合う皮膚接触接着剤の
皮膚接触面に、剥離ライナーを適用すること、を更に含み得る。工程ＩＩＩ）は、工程Ｉ
Ｉ）の前又は後のいずれかで実行することができる。方法は、ＩＶ）組成物を、工程ＩＩ
）で硬化させる前に、支持体と剥離ライナーとの間で圧迫すること、を更に含み得る。
【０１１９】
　基材に感圧接着剤を適用するために典型的に使用される任意の便利な手段によって、組
成物を支持体に適用してもよい。例えば、溶融コーティング、ドクターブレードドローダ
ウン技術、溶媒キャスティング、ナイフコーティング、又はロールコーティングによって
組成物を適用してもよい。最初に、支持体又は剥離ライナーに組成物を適用してもよい。
例えば、米国特許第５，７５６，５７２号に記載される方法を使用して、支持体に組成物
を適用してもよい（参考文献に記載されている感圧接着剤を本明細書に記載の組成物に置
き換える）。あるいは、組成物は、支持体と剥離ライナーとの間に挟まれてもよく、熱及
び／又は圧力を加えて、積層物品を形成し、及び／又は組成物を架橋して、皮膚接触接着
剤を形成してもよい。積層物品は、参考文献に開示されているポリウレタンゲル接着剤配
合物の代わりに本発明の組成物を使用することを除いて、国際公開第２０１５／０７５４
４８号に記載されているように調製することができる。
【０１２０】
　積層物品の製造方法は、任意選択により、ＩＩＩ）積層物品を滅菌すること、を更に含
み得る。皮膚接触接着剤を含む積層物品は、滅菌することができる。積層物品は、照射（
例えば、電子線又はガンマ線）及び／又は乾熱若しくは蒸気などの加熱などの既知の滅菌
手段を使用して滅菌することができる。工程ＩＩＩ）での滅菌は、上述のように、工程Ｉ
）又は工程ＩＩ）の後の別個の工程として実施されてもよい。あるいは、滅菌は、工程Ｉ
）及び／又は工程ＩＩ）と並行して行われてもよい。例えば、加熱及び／又は照射を実施
し、組成物を架橋し、溶媒を除去し、及び／又は滅菌してもよい。
【０１２１】
　用途
　本明細書に記載の皮膚接触接着剤は、様々な用途での使用に好適である。組成物を架橋
することによって調製される皮膚接触接着剤は、医療用テープ用接着剤、創傷包帯用接着
剤、人工補装具用接着剤、オストミー装具用接着剤、医療用モニタリング器具用接着剤、
瘢痕治療処置用接着剤、及び経皮薬物送達システムなどの用途に有用である。
【０１２２】
　例えば、上記の積層物品は、支持体と、その支持体の表面の全て又は一部分上の上記の
皮膚接触接着剤とを含み得る。皮膚接触接着剤は、連続的又は不連続的な層に形成されて
もよい。一実施形態では、上記の積層物品は、接着剤要素として有用であり得る。皮膚接
触接着剤は、支持体の皮膚対向面に適用することができ、皮膚接触接着剤は、支持体を着
用者の皮膚に接着するために使用することができる。例えば、上記の皮膚接触接着剤は、
四肢障害のある着用者に人工補装具を接着させるために使用されてもよく、又は、皮膚接
触接着剤は、ストーマ患者にオストミー装具を密着させるために使用されてもよい。オス
トミー装具は、典型的には、排泄物を回収するためのパウチを備え、パウチは、開口部を
画定するフランジに取り付けられている。フランジは、皮膚対向面上に接着剤を有し、接
着剤は、ストーマ患者の皮膚に取り付けるために開口部を取り囲んでいる（図４で上述す
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るとおり）。
【０１２３】
　本明細書に記載の皮膚接触接着剤は、米国特許公開第２００５／０１６３９７８号に開
示されている感圧接着剤の代わりに、又は米国特許公開第２０１４／０３２３９４１号で
使用されている接着剤の代わりに、皮膚への接着のために、創傷ケア及びオストミーケア
用途に使用することができる。
【０１２４】
　本明細書に記載の皮膚接触接着剤は、創傷包帯での使用に好適である。例えば、本明細
書に記載の皮膚接触接着剤は、米国特許第５，９９８，６９４号のヒドロコロイドの代わ
りに皮膚接触バリア層として使用することができる。本明細書に記載の皮膚接触接着剤は
、国際公開第２００７／０９２３５０号並びに米国特許公開第２００９／０１０５６７０
号及び同第２０１５／０３１３５９３号の創傷被覆材に使用することができる。
【０１２５】
　あるいは、本明細書に記載の皮膚接触接着剤は、経皮薬物送達システムにおいて使用さ
れてもよい。この実施形態では、上記の組成物は、成分（ＩＩＩ）の活性成分を含み、（
ＩＩ）賦形剤を更に含み得る。理論に束縛されるものではないが、本発明は、皮膚接触接
着剤を形成するために組成物を架橋することが（ＩＩＩ）活性成分に悪影響を及ぼさない
という利点を提供することができると考えられる。本発明の皮膚接触接着剤は、例えば、
米国特許第４，８４０，７９６号及び同第４，９５１，６５７号並びに米国特許公開第２
００５／００４８１０４号及び同第２００７／０１７２５１８号に記載されている経皮薬
物送達システムに使用することができる。
【０１２６】
　コーティング組成物
　あるいは、上記のコポリマー組成物は、例えば、基材上にコーティングを形成するため
のコーティング組成物中に使用されてもよい。コーティング組成物は、（ａ）上記のコポ
リマー組成物と、（ｂ）コーティング添加剤と、を含む。コーティング添加剤は、（ｂ１
）水捕捉剤、（ｂ２）顔料、（ｂ３）希釈剤、（ｂ４）充填剤、（ｂ５）防錆剤、（ｂ６
）可塑剤、（ｂ７）増粘剤、（ｂ８）顔料分散剤、（ｂ９）流動助剤、（ｂ１０）溶媒、
（ｂ１１）接着促進剤、（ｂ１２）触媒、（ｂ１３）有機共結合剤、（ｂ１４）シロキサ
ン共結合剤、（ｂ１５）艶消し剤、（ｂ１６）レベリング剤、（ｂ１７）ワックス、（ｂ
１８）テクスチャリング添加剤、（ｂ１９）耐擦傷添加剤、（ｂ２０）光沢調整添加剤、
（ｂ２１）安定剤、及び（ｂ２２）架橋剤、又は（ｂ１）、（ｂ２）、（ｂ３）、（ｂ４
）、（ｂ５）、（ｂ６）、（ｂ７）、（ｂ８）、（ｂ９）、（ｂ１０）、（ｂ１１）、（
ｂ１２）（ｂ１３）、（ｂ１４）、（ｂ１５）、（ｂ１６）、（ｂ１７）、（ｂ１８）、
（ｂ１９）、（ｂ２０）、（ｂ２１）及び（ｂ２２）のうちの２つ以上の組み合わせから
選択され得る。好適な充填剤としては、シリカ及び二酸化チタン、又は二酸化ジルコニウ
ムが挙げられる。好適な接着促進剤としては、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシ
ランなどのアルコキシシランが挙げられる。好適な溶媒は、コポリマー製造方法において
上に記載したとおりである。好適な（ｂ２）顔料、（ｂ３）希釈剤、（ｂ４）充填剤、（
ｂ５）防錆剤、（ｂ６）可塑剤、（ｂ７）増粘剤、（ｂ８）顔料分散剤、（ｂ９）流動助
剤、（ｂ１０）溶媒、及び（ｂ１１）接着促進剤の例は、米国特許公開第２０１５／００
３１７９７号、並びに国際公開第２０１５／０９７０６４号、同第２０１５／１００２５
８号及び同第２０１６／１２６３６２号に開示されている。出発材料（ｂ１２）としてコ
ーティング組成物に使用される触媒は、上記の出発材料ｅ）と同じであってもよく、コー
ティング組成物を製造するために使用される全ての出発材料の総重量に基づいて、０．０
１重量％～５．００重量％の量でコーティング組成物中に存在し得る。出発材料（ｂ１３
）は、コーティング組成物を製造するために使用される全ての出発材料の総重量に基づい
て、０～９９％の量でコーティング組成物に添加され得る、ポリオール、ポリアミン又は
ポリイソシアネートなどの有機共結合剤である。出発材料（ｂ１４）は、コーティング組
成物中の全ての出発材料の総重量に基づいて、０～９９％の量で添加され得るシロキサン
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量に基づいて、０～３０％であり得る艶消し剤である。出発材料（ｂ１６）は、コーティ
ング組成物の０～１０％の量で存在し得るレベリング剤である。出発材料の（ｂ１７）は
、本明細書に記載のコーティング組成物の０～２０％を含み得るワックスである。出発材
料（ｂ１８）は、０～２０％の量でコーティング組成物に添加することができるテクスチ
ャリング添加剤である。出発材料（ｂ１９）、（ｂ２０）、（ｂ２１）、及び（ｂ２２）
は、合わせて、コーティング組成物中の全ての出発材料の総量に基づいて、０～１５％で
あり得る。
【０１２７】
　コーティング組成物は、基材上にプライマー又はトップコートなどのコーティングを形
成するために硬化されてもよい。基材は、金属、ガラス、木材、塗装層、プラスチック箔
、繊維及び／若しくは織物、又は皮革であり得る。コーティング組成物は、基材（例えば
繊維及び／又は織物）に対し、繊維若しくは織物の製造中、又はそれ以後（織物の洗濯中
など）に、適用することができる。適用後、例えば、コーティング組成物を周囲温度又は
高温で乾燥させることによって、コーティング組成物から溶媒（存在する場合）を除去す
ることができる。基材（例えば繊維及び織物）に適用されるトリートメント組成物の量は
、典型的には、基材の乾燥重量に基づいて、基材上に組成物の０．１～１５重量％、ある
いは基材の乾燥重量に基づいて、０．２～５重量％の量をもたらすのに十分な量である。
【０１２８】
　トリートメント組成物で処理可能な繊維及び織物としては、天然繊維（綿、絹、リネン
及びウールなど）；再生繊維（レーヨン及びアセテートなど）；合成繊維（ポリエステル
、ポリアミド、ポリアクリロニトリル、ポリエチレン及びポリプロピレンなど）；これら
の組み合わせ及びこれらのブレンドが挙げられる。繊維の形態としては、より糸、長繊維
、トウ、毛糸、織布、編物材料、不織物材料、紙、及びカーペットを挙げることができる
。本出願の目的に関し、更なる基材（皮革など）をトリートメント組成物で処理すること
ができる。理論に束縛されるものではないが、シリコーンブロックコポリマーで処理した
織物は、従来の疎水性シリコーンに匹敵する触り心地を有するが、織物の親水性にはあま
り悪影響を及ぼさないと考えられる。理論に束縛されるものではないが、上記のコーティ
ング組成物から形成されるコーティングは、高光沢、可撓性、硬度、耐擦傷性、及び耐候
性、紫外線照射に対する耐性のうちの１つ以上の利点、又はこれらのうちの２つ以上の利
点を有し得ると考えられる。
【実施例】
【０１２９】
　ここで、以下の実施例において、本発明のいくつかの実施形態を詳細に説明する。参考
例は、従来技術であるとの記載がない限り、従来技術ではない。
【０１３０】
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【表Ａ】

【０１３１】
　参考例－コポリマーの基本調製手順
　５００ｍＬの４つ口フラスコを温度制御加熱ブロックに入れ、機械的攪拌機、温度計、
滴下漏斗、及び還流冷却器を取り付けた。
　１）フラスコにａ）イソシアネート化合物及びｂ）ポリオルガノシロキサンを入れ、混
合し、混合物を形成した。
　２）混合物を攪拌し、７０℃で一定期間加熱し、その後、溶媒を添加し、反応物を４０
℃未満まで冷却した。
　３）残りのイソシアネート化合物を添加した。
　４）ｃ）鎖延長剤及び（任意にｄ）架橋剤を更なる溶媒とともに滴下漏斗に入れ、フラ
スコ内の混合物に滴下し、次いで、これを一定期間７０℃で加熱した。
　５）フラスコ内の混合物を室温まで冷却し、２リットル（Ｌ）の脱イオン水に注いだ。
沈殿したコポリマーを更なる水で洗浄し、回収し、真空オーブンに入れて、７５℃及び５
０ミリバール（ｍｂａｒ）で２４時間乾燥させた。
【０１３２】
　この手順に従って、表１に示す出発材料及び条件を使用して、試料を調製した。
【０１３３】
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【表１】

【０１３４】
　表２は、表１の実施例の入手可能なＮＭＲ結果及びＧＰＣ測定分子量（Ｍｗ）を示す。
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１Ｈ－ＮＭＲ分析（ｐｐｍ単位、溶媒ＣＤＣｌ３）分析を実施した。ＧＰＣ条件は：３５
℃でＴＨＦ（１．０ｍＬ／分）であった。カラム：Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒ
ｉｅｓ　ＰＬゲル５μｍ混合－Ｃカラム；検出器：Ｗａｔｅｒｓ２４１０示差屈折率計。
【０１３５】
【表２】

【０１３６】
　実施例１．接着試験試料を製造するためのＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３２コポリマー（２０
％のハードセグメント含有量）の配合物
　ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３２と称する５ｇｍのコポリマーをバイアル瓶に量り取り、５グ
ラム（ｇｍ）の酢酸エチルを添加した。次いで、全てのコポリマーが酢酸エチルに溶解さ
れ、透明な溶液が得られるまで、この材料を混合した。次いで、この混合物を、２０ｍｉ
ｌのドローダウンバーを使用してＭｙｌａｒシート上にコーティングした。標準的な感圧
接着剤（ＰＳＡ）手順に従って、積層体を得た。全てのコポリマーは酢酸エチル中の５０
％溶液であったため、コーティングの溶媒を、まずドラフト内で室温で蒸発させた後、コ
ーティングを通気オーブン内で９５℃にて５分間乾燥させた。積層体を更にＬＤＰＥ剥離
ライナーで覆い、室温で一晩放置した。次いで、各試料を接着強度、剥離（ｐｅｅｌ　ｒ
ｅｌｅａｓｅ）強度、及び凝集強度について試験した。
【０１３７】
　剥離測定のために、剥離ライナーを下部クランプに固定し、接着剤をコーティングした
ポリウレタン積層体を上部クランプに固定した。クランプを１３０ｍｍにわたって１０ｍ
ｍ／秒で引き離した。各試験の報告値は、接着剤をコーティングしたポリウレタン積層体
から剥離ライナーを引っ張る力（Ｎ）／ｉｎの平均とする。最初の２０ｍｍ及び最後の１
０ｍｍのデータは破棄し、残りの１００ｍｍのデータを平均した。反復試験を１～３回行
い、ニュートン／（直線）インチ（Ｎ／ｉｎ）で最終測定値を有する報告値を得た。最終
の報告値は、１つ～３つのテストストリップの平均である（１インチ＝～２５ｍｍ）。
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【０１３８】
　接着測定のために、積層体から剥離ライナーを取り除き、これを１．５ｉｎ×９ｉｎ（
３．８ｃｍ×２３ｃｍ）のポリカーボネートストリップのつや消し面に接着させた。５ポ
ンド（ｌｂ）のゴムコーティングローラーを使用して、１ｉｎ／秒（２．５ｃｍ／秒）の
速度で前方に１回及び後方に１回往復させて、積層体をポリカーボネートに貼り付けた。
試料をポリカーボネートと３０分間接触させたままにした。試験中、ポリカーボネートを
下部クランプに固定し、積層体を上部クランプに固定した。剥離試験と同様に、クランプ
を１３０ｍｍにわたって１０ｍｍ／秒で引き離した。ポリカーボネートから積層体（幅１
ｉｎ）を引っ張る力は、ニュートン／（直線）インチ（Ｎ／ｉｎ）での最終測定による１
００ｍｍにわたる力（１３０ｍｍの引っ張りのうち最初の２０ｍｍ及び最後の１０ｍｍを
除く）を平均した。最終の報告値は、１つ～３つの試験の平均である。
【０１３９】
　凝集破壊パーセントは、接着試験後、ポリカーボネート上に残った接着剤の量を目視で
見積もることによって評価した。可能な場合、接着剤の凝集破壊（真の凝集破壊）と、ポ
リウレタン基材からのポリカーボネートへの移動（基材での接着破壊）とを区別した。ポ
リカーボネート上に残っている接着剤はいずれも凝集破壊を示すものとした。これらの接
着試験結果は表３に含まれる。
【０１４０】
　実施例２．ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３３コポリマー（２０％のハードセグメント含有量）
の配合物
　ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３２と称するコポリマー（５ｇｍ）をガラスバイアル瓶に量り取
り、５ｇｍの酢酸エチルを添加した。次いで、全てのコポリマーが酢酸エチルに溶解され
、透明な溶液が得られるまで、バイアル瓶の内容物をボルテックスミキサー上で混合した
。実施例１と同様に積層物品を調製し、接着強度、剥離強度、及び凝集強度について評価
した。
【０１４１】
　実施例３．ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３４コポリマー（１７．５％のハード含有量）の配合
物
　５ｇｍのＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３４をガラスバイアル瓶に量り取り、５ｇｍの酢酸エチ
ルを添加した。次いで、全てのコポリマーが酢酸エチルに溶解され、透明な溶液が得られ
るまで、この材料をボルテックスミキサー上で混合した。実施例１と同様に積層物品を調
製し、試験した。
【０１４２】
　実施例４．ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３９コポリマー（１７．５％のハード含有量）の配合
物
　５ｇｍのＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３９をガラスバイアル瓶に量り取り、５ｇｍの酢酸エチ
ルを添加した。次いで、全てのポリマーが酢酸エチルに溶解され、透明な溶液が得られる
まで、材料をボルテックスミキサー上で混合した。実施例１と同様に積層物品を調製し、
試験した。
【０１４３】
　実施例５．ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ４０コポリマー（１７．５％のハード含有量）の配合
物
　５ｇｍのＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ４０をガラスバイアル瓶に量り取り、５ｇｍの酢酸エチ
ルを添加した。次いで、全てのポリマーが酢酸エチルに溶解され、透明な溶液が得られる
まで、材料をボルテックスミキサー上で混合した。実施例１と同様に積層物品を調製し、
試験した。
【０１４４】
　実施例６．ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ２３（３６．５％のハード含有量）及びＤＭＳ－Ｃ１
６－ＰＵ３３（２０％のハード含有量）のブレンド配合物
　酢酸エチル中５０％　ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ２３溶液３ｇｍと、酢酸エチル中５０％　
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ＤＭＳ－Ｃ１６－ＰＵ３３溶液１．５ｇｍとを、上記のように調製し、ガラスバイアル瓶
に量り取った。次いで、各溶液を、透明な溶液が得られるまでボルテックスミキサー上で
混合した。次いで、表４に示すように、溶液を異なる比率で混合した。実施例１と同様に
積層物品を調製し、試験した。
【０１４５】
　同じコポリマーを使用して一連の配合物を調製したが、配合物中のハードからソフト含
有量の比率を変更した。全ての配合物を積層体に移し、実施例１の手順に従って接着強度
、剥離強度、及び凝集強度について試験した。
【０１４６】
【表３】

【０１４７】
【表４】

【０１４８】
　実施例７．コポリマーの合成
　カルビノール官能性ポリジメチルシロキサン（Ｃ６２）とイソホロンジイソシアネート
とを下記の表５に示す量で組み合わせることにより、シロキサン－ウレタン－ウレアコポ
リマーの試料を調製した。異なる分子量を有するポリエチレングリコール（ＰＥＧ６００
及びＰＥＧ１５００）を任意に添加した。上記の出発材料をメチルイソブチルケトン溶媒
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を用いてフラスコ内で混合し、攪拌しながら６０℃まで加熱した。次いで、触媒（ビスマ
スネオデカノエート）を添加した。温度を８０℃まで上昇させ、フラスコの内容物を８０
℃で２時間加熱した。イソシアネート含有量は、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　１１９０９に従
う滴定によって決定された。
【０１４９】
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【０１５０】
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【表５－２】

【０１５１】
　ＰＰＧ４００は、ポリプロピレングリコールである。実施例７で調製した全ての有機シ
ロキサンコポリマーは、ＭＥＫ中で透明かつ均質な溶液であった。残留ＮＣＯ濃度を、理
論計算値に従って測定した。
【０１５２】
　実施例９．コーティング
　実施例７で調製したコポリマーをコーティング組成物中に配合し、次いで硬化させてコ
ーティングを調製した。コーティング組成物は、以下の表６に示される量の出発材料を含
有した。出発材料を機械的にブレンドすることによって、コーティング組成物を調製した
。
【０１５３】

【表６】

【０１５４】
　表６のコーティング組成物を、アルミニウムＱパネルＱ３６上にコーティングした。フ
ィルム厚は１００マイクロメートル（μｍ）であった。試験前に、周囲条件に７日間曝露
することによって、組成物を硬化させた。基材上の各コーティングは、滑らかかつ均質な
表面を有した。
【０１５５】
　比較試料（「０」）は、以下の表７に示す組成物を機械的にブレンドすることによって
調製した。更に、全有機コーティング組成物を参照（「００」）として調製した。
【０１５６】
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【表７】

【０１５７】
　表６の組成物について上述したように、表７の組成物を基材に適用し、硬化させた。コ
ーティング組成物「００」は、透明かつ均質なフィルムを生成した。コーティング「０」
は、不均質な液体組成物を生成し、適用後に、多数のピンホール及びクレーターを有する
フィルム表面を生成した。このアプローチは、ポリウレタン－ポリオルガノシロキサンコ
ポリマーを含有する組成物の使用することで、コーティング形成の改善を可能にし、かつ
シリコーン特性をこれらの組成物において高感度で強化できることを示す。
【０１５８】
　表８は、表６の組成物からのコーティングの耐久性試験結果を示す。
【０１５９】

【表８】

【０１６０】
　表８は、本明細書に記載の有機シロキサンコポリマーで製造されたコーティングの撥水
性が、有機系よりも感度が高いことを示す。シロキサン単位が化学的に結合しているため
、層の劣化中にいかなる洗い流しもないと考えられる。ケーニッヒ及びクレメン値は、塗
料の取り扱い中、及びコーティングの劣化中のひび割れのリスクが低下し、層の可撓性が
増加したことを示す。クレメン試験は、加圧時にコーティング上に適用されたタングステ
ン針を使用するコーティング硬度の評価基準である。上昇は、電気強度の低下を示し、コ
ーティングの破損を示す。方法は、ＩＳＯ１５１８である。水接触角は、コーティング上
に付着した水滴で測定され、デジタルゴニオメーターを装備したカメラを使用して測定さ
れる。Ｔ０及びＴ３０における角度を記録する。これは次のＤＩＮ基準：ＤＩＮ５５６６
０－２である。
【０１６１】
　理論に束縛されるものではないが、上記のように調製されたコーティングは、次の利点
：ポリウレタンとシリコーンとの間の相溶性の改善、改善された耐候性、疎水性、加水分
解安定性、耐放射線性、耐熱性、耐食性、表面の平滑性及び光沢、耐擦傷性、類似の固形
分含有量での粘度の低下（揮発性有機含有量ＶＯＣに影響を与える）、並びに摩擦の低減
のうちの１つ以上を呈し、これらの利点は、シロキサン系材料が、コーティング層中のウ
レタンにシロキサンを機械的に分散させる代わりに（本明細書に記載のコポリマーのよう
に）ウレタン主鎖に化学的に結合される場合、耐久性がより高まることであると考えられ
る。
【０１６２】
　参照番号
１００　積層物品
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１０１　支持体
１０２　皮膚接触接着剤
１０３　剥離ライナー
１０４　皮膚対向面
１０５　皮膚接触面
２００　絆創膏
２０１　吸収層
２０２　皮膚接触接着剤
２０３　皮膚対向面
２０４　支持体
２０５　皮膚接触面
３００　積層物品
３０１　担体の反対面
３０２　担体
３０３　支持体の反対面
３０４　支持体
３０５　支持体の皮膚対向面
３０６　吸収層
３０７　皮膚接触接着剤の反対面
３０８　皮膚接触接着剤
３０９　皮膚接触接着剤の皮膚対向面
３１０　剥離ライナー
４００　フランジ
４０１　支持部材
４０２　皮膚接触接着剤
４０３　開口部
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